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見
え
る
も
の

。
見
え
な
い
も
の

同
窓
会
会
長
　
「腹

　

国̈
　
由
重

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
読
者
は
主
に
同
窓
生
の

皆
さ
ん
で
す
が
、
母
校
生
徒
た
ち
、
保
護
者

の

皆
さ
ん
方
、
教
師
の
皆
さ
ん
方
に
も
広
く
伝
わ

る
こ
と
を
願
つ
て
書
い
て
い
ま
す
。

今
年
話
題
に
な

っ
た
主
な
こ
と
に

『
い
じ
め
』

と

『若
者
の
自
殺
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど

の
時
代
　
ど
の
社
会
に
も
不
偏
的
に
存
在
す
る

根
深
く
問
題
解
決
の
極
め
て
困
難
な
現
象
で
は

あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
常
に
誰
も
が

「
い
じ
め
」

や

「
若
者
の
自
殺
」
の
無

い
平
和
な
社
会
や
良

い
人
間
関
係
を
望
ん
で
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
な
ぜ

「
い
じ
め
」
や

「
若
者
の
自
殺
」
が

無
く
な
ら
な
い
の
か
、
何
が
原
因
な
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
良

い
の
か
、
考
え
れ
ば
考
え
る
程
、

悩
ま
し
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
同
窓
生

の
多
数
は
、
在

学
中
の
時
か
ら
、
生
活
信
条
の
中
の

「
な
ん
で

も
　
な
ぜ
と
考
え
よ
う
」
を
忘
れ
ず
に
生
き

て
き
ま
し
た
。
敗
戦
後
の
価
値
観
や
考
え
方
の

百
八
十
度
の
変
化
と
混
乱
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

こ
の
言
葉
は
現
在
で
も
未
来
に
お
い
て
も
大
変

大
切
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

現
代
の
目
由
で
民
主
主
義
的
な
社
会
で
は
、
法

律

（決
ま
り
）
は
、
人
間
関
係
の
中
で
、
行
動

（目
に
見
え
る
部
分
）
を
律
す
る
こ
と
に
中
心
を

置

い
て
い
ま
す
。
思
想
　
信
仰
や
人
の
気
持
ち

（日
に
見
え
な
い
部
分
）
を
律
す
る
こ
と
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
人
間
は
身
体
と
心
を
持

っ
て
い
る

存
在
で
あ
り
ま
す
し
、
性
善
説
　
性
悪
説
の
考

え
方
に
も
あ
る
よ
う
に
人
間
は
な
ん
と
も
自
己

矛
盾
し
た
存
在
で
も
あ
り
、
人
の
思
い
や
言
動

に
は
常
に
割
り
切
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
全
て
を
外
部
か
ら
律
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
し
ょ
う
。
自
分
の
思
い
や
気
持
ち
は
自

分
自
身
が
律
す
る
し
か
無

い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
何
が
善
で
何
が
悪
か
を
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
代
や
国
が
異
な

っ
て
も

常
に
善
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
、
悪
と
考
え

ら
れ
て
き
た
も

の
、
す
な
わ
ち
不
偏
的
な

（共

通

の
）
善
　
悪

（真
理
）
は
必
ず
存
在
し
ま
す
。

そ

の
不
偏
的
な
善
　
悪

（真
理
）
に
基
づ

い
て

自
分
自
身
を
律
す
る
こ
と
を
学
び
、
他
人
が
し

な

い
か
ら
自
分
も
善
を
し
な
く

て
も
良

い
、
他

人
が
す
る
か
ら
自
分
も
悪
を
し
て
も
良

い
の
だ
、

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

の
信
念

に

従

っ
て
正

々
堂

々
と
誰
も
が
納
得
す
る
行
動
を

し
て
い
く
姿
勢
が
大
切

で
す
。
そ
れ
に
は
、
自

分
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
や
愛
す
る
人
の
存
在

が
伴

い
ま
す
。
人
は
好
き
な
人
　
愛
し

い
人

の

た
め
に
は
、
喜
ん
で
尽
く
す
も

の
で
す
、
ま
た
、

本
当

の
愛
を
知
り
実
践
で
き
る
人
の
背
景
に
は
、

本
当
に
愛
さ
れ
た
経
験

や
助
け
ら
れ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
教
師
の
皆
さ
ん
、

生
徒
た
ち

一
人

一
人
に
本
当

の
愛
を
示
し
て
く

だ
さ
り
生
徒
た
ち
を
正
し
く
導

い
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
も
、

お
互

い
に
他

の
人
や
相
手
を
思

い
や
り
愛

し
合

う
こ
と
が
で
き
る
心
身
共
催
や
か
な
人
間
に
成

長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

苦
労
を
乗
り
越
え

て
天
寿
を
全
う
す
る
と

こ
ろ

に
人
生

の
本
当

の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

同
窓
生
も
同
様

に

一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
，
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同
窓
会
は
桜
の
樹
の
年
輪

平
成
二
十
四
年
度
は
、
四
月
当
初
、
六
十
六

回
生
と

な

る
新

入
生
を

迎
え
、
全
校
生
徒

六
百
三
十
二
名
、
十
七
ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
る
と

一
学
級
の

減
少
と
な
り
、
教
職
員
数
も
三
名
減
の
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
窓
生
が
築

き
上
げ
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
上
に
、
本

年
度
も
元
気

い
っ
ぱ
い
教
育
活
動
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。
学
習
活
動
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
の
初
年
度
に
あ
た
り
、
二

年
生
の
国
語
、
三
年
生
の
社
会
、
全
学
年
の
英

語
等
の
授
業
時
数
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
く

つ
か
の
教
科
の
指
導
内
容
の
変
更

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
以
来
、
授
業
の
様
子

を
見
て
お
り
ま
し
て
も
大
変
良
好
で
、
同
窓
会

設
立
六
十
周
年
記
念
と
し
て
美
し
く
作
り
直
し

て
い
た
だ
い
た
、

歌́
中
生
合

い
こ
と
ば
プ
レ
ー

ト
″
に
あ
る

「
聞
こ
う
　
考
え
よ
う
　
話
そ
う
」

が
し

っ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
な
と
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。　
一
学
期
に
行
わ
れ
た
野
外
活

霧

長

阪

田

俊

晃

動
や
修
学
旅
行
に
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　
一
年
生
は
神
戸
市
立
六
甲

自
然
の
家
で

一
泊
二
日
を
、
二
年
生
は
滋
賀
県

マ
キ
ノ
高
原
民
宿
村
で
二
泊
三
日
の
野
外
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年
生
の
修
学
旅

行
は
、
長
野
県
長
野
市
で
民
泊
に
よ
る
農
業
体

験
や
千
曲
川
　
野
尻
湖
等
で
の
自
然
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

掲
げ
た
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
宿
の
方
や
現
地
の
指
導
者
の
方
か
ら
は

「
礼

儀
正
し
い
、
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る
、
行
動

が
迅
速
で
あ
る
」
等
の
お
褒
め
の
言
葉
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

日
常
の
学
校
や
家
庭
　
地
域
で
の
子
ど
も
た
ち

の
行
動

の
積
み
重
ね
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
も
本
校
の
良
き
伝
統
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

一
方
、
部
活
動
で
は
、
文
化
部
や
運
動
部
の

活
動
に
日
々
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

コ

ン
ク
ー
ル
や
神
戸
市
総
合
体
育
大
会
を
は
じ
め

と
す
る
各
大
会
に
日
ご
ろ
の
成
果
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
水
泳
部
は
近
畿
大
会

出
場
、
卓
球
部
は
県
大
会
出
場
と
い
う
成
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
課
後
に
は
部
活

動
に
勤
し
む
生
徒
た
ち
の
元
気
な
声
が
響

い
て

お
り
ま
す
。

本
年
度
末
に
は
六
十
四
回
生
二
百

一
名
が
卒

業
す
る
予
定
で
あ
り
、
新
た
に
同
窓
会
新
会
員

と
な
り
ま
す
。
校
歌
の
三
番
の
歌
詞
の
よ
う
に
、

「
三
年

（み
と
せ
）
の
集

い
和
や
か
に
、
技
と
力

を

い
ま
磨
く
」
を
成
し
遂
げ
た
生
徒
た
ち
が
同

窓
会
員
と
な
り
、
母
校
の
応
援
団
と
な

っ
て
く

れ
ま
す
。
毎
年
毎
年
絶
え
る
こ
と
な
く
大
き
く

な
る
同
窓
会
は
、
歌
敷
山
中
学
校
の
四
十
二
本

の
桜
の
樹
の
年
輪
そ
の
も
の
で
す
。
桜
の
樹
の

よ
う
に
、
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
大
き
く
な
り
根

を
仲
ば
し
、
学
校
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
に
優

し
く
見
守

っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
誠
に

心
強
く
頼
も
し
く
感
じ
る
し
だ

い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
在
校
生
を
温
か
く
見
守
り
、
ご
支
援

ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
お

一
人
お

一
人
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。



歌敷山中学校同窓会会報
つ
０

同
窓
会
は
心
の
ふ
る
さ
と

こ
の
夏
体
み
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
中
学
校

の
同
窓
会
に
招
か
れ
出
席
し
ま
し
た
。
阪
神
淡

路
大
震
災
の
起
き
た

一
九
九
五
年
四
月
に
入
学

し
た
回
生
で
、
も
う
三
十
歳
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
学
校
は
大
き
な
被
災
を
受
け
、
避
難
さ
れ

て
い
る
方
々
で
校
舎
も
運
動
場
も
使
え
な
い
状

況
で
し
た
。
入
学
式
は
、
学
校
の
近
く
に
あ
る

事
業
所
の
大
会
議
室
で
行

い
、
プ
レ
ハ
ブ
校
合

で
の
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
体
育

で
は
、
片
道
三
十
分
か
け
て
競
技
場
ま
で
歩

い

て
行
き
授
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
不

自
由
な
学
校
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
た
だ
吉

労
が
多
か

っ
た
分
、
生
徒
た
ち
の
絆
は
強
か

っ

た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
よ
う
や
く
、
三
年
生
の

二
学
期
に
念
願
の
本
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ

の
三
階
に
あ
る
新
築
の
に
お
い
の
す
る
体
育
館

に

一
番
乗
り
で
入

っ
た
時
の
生
徒
た
ち
の
歓
声

と
喜
び
の
笑
顔
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
二
月
、
そ
の
体
育
館
で
卒
業
式
を
終
え

旅
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
十
五
年
、

心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し
た
卒
業
生
た
ち
に

囲
ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
同
窓
会
に
参
加
し
た
面
々
が
懐

か
し
い
顔
で
当
時
の
様
子
や
近
況
を
報
告
し
て

い
る
姿
を
見
て
い
る
と
こ
ち
ら
も
自
然
と
笑
み

教

頭

齋

藤

公

讐

が
沸

い
て
き
ま
す
。
次
は
五
年
後
、
十
年
後
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
再
会
を
楽
し
み
に
会

を
終
え
ま
し
た
。
同
窓
会
と
は
、
何
な
ん
で
し
ょ

う
？
そ
れ
は
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
も

の
で
あ
り
、
心
の
ふ
る
さ
と
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
歌
敷
山
中
学
校
に
は
、
す
ば
ら
し
い
同

窓
会
組
織
が
あ
り
、
理
事
　
評
議
員
の
み
な
さ

ん
の
尽
力
で
堅
実
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

母
校
を
愛
し
、
後
輩
た
ち
の
た
め
に
様
々
な
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
歌
敷
山
中
学

校
、
霞
ヶ
丘
小
学
校
、
東
舞
子
小
学
校
の
三
校

の
地
域
と
し
て

「
歌
敷
山
中
学
校
区
応
援
団
」

を
立
ち
上
げ
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
「神

戸

っ
子
応
援
団
」
と
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
て
る
た
め
、
学
校
が
必

要
と
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
す
る
仕
組
み
で
す
。

″地
域
に
つ
く
ら
れ
子
ど
も
の
応
援
団
″
と
い
う

わ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
方
々
に
よ

っ
て
学
校

の
教
育
活
動
や
環
境
整
備
な
ど
に
様
々
な
支
援

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
事
業
は
そ
う
し
た

取
組
を
充
実
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
安

定
的
、
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

際
し
て
は
、
「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、
で

き
る
事
を
す
る
」
「自
分
の
特
技
や
経
験
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
」
「
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の

人
と
の
つ
な
が
り
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
少
し
で
も
多
く
の
人
々

に
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
と
願

つ
て
い
ま
す
。
神

戸

っ
子
応
援
団
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
も
、
同
窓
会
の
皆
様
方
の
力
を
お
借
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

朝
出
勤
し
、
校
区
内
を
歩

い
て
い
る
と
早
朝

練
習
に
登
校
す
る
生
徒
た
ち
の

「
お
は
よ
う
ご

ざ

い
ま
す
」
と

い
う

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
声
、
校

合
か
ら
は
吹
奏
楽
部
の
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
の
音
色

が
響

い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
授
業
中
廊
下
を
歩

い
て
い
る
と
、
そ
こ
に
は
、
静
か
な
中
に
真
剣

に
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
の
姿
と
、　
一

生
懸
命
生
徒
に
語
り
か
け
て
い
る
先
生
の
姿
が

あ
り
ま
す
。
放
課
後
に
な
れ
ば
部
活
動
に
、
ま

た
生
徒
会
活
動
に
頑
張
る
生
徒
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
課
題
は
も
ち
ろ
ん
多
々
あ
り
ま
す
が
、
お

か
げ
さ
ま
で
歌
敷
山
中
学
校
の
学
校
生
活
は
落

ち
着
い
た
状
況
で
す
。

古
き
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
校
風
を
末
永
く
維
持
し
、
卒
業
さ
れ
た
方
々

が
同
窓
会
で
再
会
し
た
と
き
に
良
き
思

い
出
と

し
て
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
の

教
育
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■

部
活
動

実
績

厘
男

平
成
二
十
三
年
十
二
月
か
ら
二
十
四
年
夏
の
大

会
ま
で
の
顕
者
な
成
績
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。
同

窓
会
か
ら
は
祝
福
と
激
励
を

い
た
だ

い
て
お
り
、

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【水
泳
部
】

二
月
　
第
二
十
回
兵
庫
県
中
学
校
対
抗

水
泳
競
技
大
会

男
子
総
合
四
位

〈男
子
〉

一
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一
一位

〈女
子
〉

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
位

八
〇
Ｏ
ｍ
自
由
形
　
一
位

七
月
　
神
戸
市
総
合
体
育
大
会

男
子
総
合
三
位

〈男
子
〉

五
Ｏ

ｍ
自
由
形

　
一
位

一
〇
〇

ｍ
自
由
形
　
一
一位

二
〇
〇

ｍ
自
由
形
　
一二
位

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
四
位
、
七
位

一
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
自
由
形
　
四
位

四
〇
〇

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
ニ
位

〈女
子
）

四
〇
〇

ｍ
自
由
形
　
一
一位

八
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一
一位

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ
　
エハ
位

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
四
位

七
月
　
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

五
Ｏ
ｍ
自
由
形
　

一
位
　
近
畿
大
会
出
場

一
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
位
　
近
畿
大
会
出
場

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
五
位

近
畿
大
会
出
場

八
月
　
第
六
十
二
回
神
戸
市
中
学
校

水
泳
競
技
大
会

（学
年
別
）

〈男
子
）

総
合
第
三
位
　
一
一年
…

一
位
、
三
年
…
三
位

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー三

年
二

二
位
、
二
年
‥

一
位

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

三
年
二

二
位
、
二
年
‥

一
位

五
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
年
‥

一
位

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一
一年
…
二
位
、
三
位

一
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
ニ
年
…
二
位

一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ
　
一
一年
…
三
位

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ
　
一二
年
…
三
位

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
一
一年
１
三
位

〈女
子
〉

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
年
―

一
位

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
一
一年
‥

一
位

第
四
十
八
回
兵
庫
県
中
学
校

学
年
別
水
泳
競
技
大
会

二
年
男
子
四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一
一位

三
年
女
子
四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
位

二
年
女
子
二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
一
一位

【サ
ツ
カ
ー
部
】

十
二
月
　
第
六
十
二
回
神
戸
市
中
学
校

新
人
戦
大
会

準
優
勝

第
二
十

一
回
兵
庫
県
中
学
校
新
人
大
会

ベ
ス
ト
８

七
月
　
　
神
戸
市
総
合
体
育
大
会
　
ベ
ス
ト
４

八
月
　
　
神
戸
市
中
学
校

Ｕ
‐
‐３
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会

優
勝

九
月
　
　
第
四
十
六
回
兵
庫
県
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

（高
円
宮
杯
）

神
戸
市
予
選
　
準
優
勝

【卓
球
部
】

十
二
月
　
第
六
十
五
回
神
戸
市
中
学
校
卓
球
新
人
大
会

男
子
団
体
　
準
優
勝

四
月
　
　
第
五
十
四
回
神
戸
市
体
育
大
会

卓
球
競
技
　
ダ
ブ
ル
ス
の
部
　
一
一位

団
体
の
部
　
一二
位

五
月
　
　
第

一
回
田
園
ス
ポ
ー
ツ
公
園
杯

三
位

七
月
　
　
神
戸
市
総
合
体
育
大
会

団
体
　
男
子
第
三
位
　
県
大
会
出
場

七
月
　
　
兵
庫
県
総
合
体
育
大
会

団
体
　
ベ
ス
ト
８
進
出

【剣
道
部
】

十

一
月
　
神
戸
市
中
学
校
剣
道
新
人
大
会

女
子
団
体

ベ
ス
ト
８

県
大
会
出
場

六
月
　
　
五
区
合
同
秋
季
中
学
校
剣
道
大
会

男
子
団
体
三
位
　
女
子
団
体
三
位

七
月
　
　
神
戸
市
総
合
体
育
大
会

男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８

【放
送
部
】

七
月
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会

朗
読
部
門
　
入
選

（三
年
）

佳
作

（二
年
）

ラ
ジ
オ
番
組
部
門

佳
作
　
「言
葉
の
キ
ャ
ツ
チ
ボ
ー
ル
」

【吹
奏
楽
部
】

七
月
　
神
戸
市
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
金
賞
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男

子

卓

球

部

は
、

三

年

生

十

一
名
、

二
年

生

三
十

一
名
、

一
年
生
八
名

で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

練
習
場
所
は
武
道
館
と
多
目

的
室

で
、
武
道
館
が
使
用
で
き

る
時
は
二
ヶ
所
合
わ
せ
て
最
大

十
六
台

の
卓
球
台
を
出
し

て
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
多
目
的
室
の
み
で
活
動
す

る
時
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、
体
力
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

卓
球
は
台
、
ボ
ー
ル
、
ラ
ヶ
ッ
ト
等
多
く
の

道
具
や
場
所
が
な
い
と
取
り
組
め
な
い
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
、
常
日
頃
か
ら
道
具
や
場
所
に
感
謝

し
て
練
習
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
．
ま
た
、

狭
い
台
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
に
は
、
逆
境
や
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
強
い
精
神
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
常
に
試
合
を
意
識
し
て
、
仲
間
と

と
も
に
高
め
合
う
卓
球
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
努
力
が
実
を
結
び
、
垂
水
区
総
体
優

勝
、
神
戸
市
総
体
第
二
位
で
兵
庫
県
総
体
出
場

と
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
チ
ー

ム
も
さ
ら
に
良

い
チ
ー
ム
に
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

Ｏ

放

送

部
‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

本
年
度
は
男
子

二
名
、
女
子
十
四
名
、
計

十
六
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
朝
　
昼
　
清
掃
時
に
定
時
放
送
を
行
い
、

昼
の
放
送
で
は

「今
日
は
何
の
日
」、
リ
ク
エ
ス
ト

由
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
　
部
活
動
　
先
生
紹
介
、
ク

イ
ズ
番
組
な
ど
の
企
画
番
組
も
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
年
七
月

に
行

わ
れ

る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送

コ
ン
テ
ス

ト
に
参
加

し
、
今
年

の
兵
庫

県
大
会

で
は
、
朗
読
部
門

で

入
選
と
佳
作
、

ラ
ジ
オ
番
組

部
門

で
佳
作

に
入
賞

し
ま
し

た
。文

化
発
表
会

で
は
、
夏
休

み
前
か
ら
部
員

一
九
と
な

っ
て
準
備
し
た
恒
例

の
朗
読
劇
を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
会
や
文
化
発
表
会
で
は
、
進
行

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
演
技
中
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
ビ
デ
オ

撮
影
な
ど
を
担
当
し
、
毎
週
の
朝
礼
、
入
学
式

一年
業
式
な
ど
の
式
典
で
も
一晏
方
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

毎
日
の
発
声
練
習
を
基
礎
に
、
朗
読
練
習
、

番
組
の
企
画
　
作
成
、
機
器
の
操
作
練
習
な
ど
、

先
輩
か
ら
後
輩

へ
、
よ
き
伝
統
も
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
日
々
仲
良
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
．

Ｏ

水
　
泳

僕
た
ち
水
泳
部
は
、
三
年
生
十
六
名
、

二
年

生
十
人
名
、　
一
年
生
十

二
名
、
計
四
十
六
名

で

活
動
し
て
い
ま
す
。
五
月
上
旬
か
ら
泳
ぎ
は
じ

め
、
限
ら
れ
た
期
間

の
中

で
、　
一
生
懸
命
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
十
月
か
ら
は
、
陸
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
と
な
り
、
十
二
月
に
は
、

地
域

ロ
ー
ド

レ
ー

ス
大
会
な

ど

に
も
参
加
し
、
体
力

の
向

上

に
努

め

て

い
ま
す
。
そ

の

成

果
も
あ
り
、
今
年

の
夏

の

総
体

で
は
、
神

戸
市
総
合
第

二
位
、
県
大
会
出
場
、
そ
し

て
、
男
子
四
〇
〇

ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
で
は
、
近
畿
大
会
出

場
と
い
う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、　
一
人

一
人
が
し

っ
か
り
と
目

標
を
持
ち
、
来
年
の
総
体
で
ベ
ス
ト
が
つ
く
せ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、　
Ｔ

二
三
二
年
生
七
十
八

人
で
毎
日
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
．
冬
か
ら

み
ん
な
技
術
面
、
精
神
面
共
に
向
上
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
七
月
二
十
八
日
に
は

コ
ン
ク
ー
ル

が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
人
数
制
限
に
よ
り
舞
台

に
立
て
な
か

っ
た
二
年
生
五
人
の
分
ま
で

一
生

懸
命
演
奏
し
ま
し
た
。
結
果
は
金
賞
で
し
た
が
、

県
大
会
に
は
行
け
な
い
順
位
で
し
た
。
け
れ
ど
、

文
字
ど
お
り
涙
あ
り
笑

い
あ
り
の
九
ヶ
月
間
で

積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
本
番
の
舞
台
で
出
し

き
れ
た
の
で
、
あ
の
演
奏
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、

み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
た

一
生
の
思
い
出
で
す
。

そ
し
て
今
、
こ
こ
ま
で
高
め
て
き
た
も
の
を
次

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
体

育
会
で
は
昨
年
に
続
き

マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組

み
ま
す
。　
一
人
ひ
と
り
得
意
不
得
意
が
あ
る
の

で
大
変
で
す
が
、
そ
の

分
や
り
が

い
も
あ
り
ま

す
。
三
年
生
最
後

の
舞

台
と
な
る
文
化
発
表
会

で
、
こ
の

一
年
間
の
成

果
と
、
支
え
て
下
さ

っ

た
全

て
の
方
に
感
謝

の

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る

演
奏
を
す

る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
全
力
で
頑

張

っ
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
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〓

平
成
二
十
三
年
度
同
窓
会
総
会

平
成
二
十
三
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
十
月
十

日

（
日
）
、
舞
子
ビ
ラ
あ
じ
さ

い
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
総
会
は
、
議
事
に
先
だ
ち
、
今
年

も
母
校
吹
奏
楽
部
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
で
始

ま

っ
た
。
こ
の
日
は
、
今
夏
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
神
戸
市
大
会
で
十
年
ぶ
り
の
金
賞
に
輝

い
た

総
勢
九
十

一
名
の
部
員
に
よ
り
、
「
ル
バ
ン
三
世

の
テ
ー
マ
」
、
「
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
」
、
「
シ
ン

グ
　
シ
ン
グ
　
シ
ン
グ
」
と
ア
ン
コ
ー
ル
曲

「
母

校
校
歌
」
の
全
四
曲
を
力
強
く
演
奏
し
、
開
会

に
華
を
添
え
て
く
れ
た
。

引
き
続
き
、
四
十
二
回
生
松
岡
裕
美
さ
ん
司

会
の
も
と
総
会
議
事
に
入

っ
た
。
議
事
は
、
物

故
者

へ
の
黙
祷
後
、
漬
田
豊
機
会
長
の
開
会
挨

拶
が
あ
り
、
次

い
で
来
賓
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

ご
来
賓
は
、
母
校
よ
り
阪
田
俊
晃
校
長
、
齋
藤

公
替
教
頭
、
高
田
総

一
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
。
小
野

博
正
第
十
二
代
校
長
と
こ
の
日
卒
業
五
十
周
年

記
念
同
期
会
を
開
い
た
十
二
回
生
の
恩
師
杉
田

哲
、
細
見
明
昭
各
先
生
に
ご
臨
席
頂
い
た
。
続

い
て
、
阪
田
校
長
、
高
田
副
会
長

（天
野
宏
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
代
理
）
か
ら
来
賓
挨
拶
を
戴
き
、
次

い
で
漬
田
会
長
か
ら
同
窓
会
活
動
報
告
、
神
部

元
成
財
務
委
員
長
、
酒
井
康
夫
監
事
か
ら
会
計

報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
異
議
な

く
了
承
後
、
最
後

に
漬

田
会
長
か
ら
阪
田
校
長

に
母
校

へ
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
予
定

の
議

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

午
後

の
会
食

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
会
場
を
六
甲

の
間
に
移
し
、
二
十

一
回
生
北
森
哲
治
氏

の
司

会

で
開
か
れ
た
。
今
年
度

の
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加

者
は
、
来
賓
五
名
を
含
め
総
勢
七
十
六
名
と
例

年

に
な
く
少
な
目

の
人
数

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は

出
席
回
答
を
頂

い
て
い
た
方

の
中
、
当
日
都
合

で
八
名
の
欠
席
が
あ

っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
漬
田
豊
機
実
行
委
員
長
に
よ

る
開
会
挨
拶

の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
小
野
元

校
長
か
ら
ご
挨
拶
を
戴
き
、
次

い
で
同
窓
生
を

代
表
し
て
三
回
生
永
井
昭
夫
氏

の
ス
ピ

ー
チ
と

ご
発
声
で
乾
杯
を
行

っ
て
、
会
食
と
懇
談
に
入

っ

た
。こ

の
間
、

テ
ー
ブ

ル
ご
と

の
写
真
撮
影

や
、

テ
ー
ブ
ル

（
回
生
）
を
越
え

て
の
会
話
が
す
す

む
う

ち
、
十

一
回
生
実
行
委

員

の
お
世
話

で

ク
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
出
席
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

ペ
ア
と
な

っ
て
じ

ゃ
ん
け
ん
を
し
て
、
最
後

に

勝
ち
進
ん
だ
者

に
景
品

（商
品
券
）
が
当
る
ご

く
単
純
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

ニ
ラ
ウ

ン
ド
行

い
、
景
品
獲
得
を
巡

っ
て
会
は
大

い
に

盛
り
上
が

っ
た
。

こ
の
後
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
、
二
時

間
半
あ
ま
り

の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
お
開
き
と
な

っ

た
。

〓

十
二
回
生
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
窓
会
報
告

富
士
　
繁

一

十
二
回
生
の
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
窓
会
は
、

平
成
二
十
三
年
十
月
十
六
日
に
、
舞
子
ビ
ラ

「須

磨
の
間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
細
見
明
昭
先

生
、
杉
田
哲
先
生
の
両
恩
師
の
ご
臨
席
の
も
と

三
十
二
名
の
同
期
生
が
集
ま
り
久
々
の
同
窓
会

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

毛
利
倫
さ
ん
の
司
会
で
ま
ず
初
め
に
恩
師
及

び
同
期
生
の
約
二
十
名
の
物
故
者
に
対
し
て
黙

祷
を
捧
げ
、
世
話
人
代
表
の
冨
士
が
開
会
の
あ
い

さ
つ
、
細
見
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
入

り
ま
し
た
。
細
見
、
杉
田
両
恩
師
の
相
変
わ
ら

ず
お
元
気
で
心
温
ま
る
近
況
と
思
い
出
話
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
い
た
あ
と
、
出
席
者
三
十
二
名
全

員

が

近

況

報

告

の

ス
ピ

ー

チ

を

行

い
ま

し

た
。

殆

ん

ど

が

定

年

退

職

し

孫

を

持

つ
年

齢

に

な

り
ま
し
た
が
、

ま

だ

ま

だ

現

役

で

ば

り

ば

り

仕

事

に

励

ん
で

い
る
者
、

社

会

奉

仕

活

神戸事ユ■■
`“

中学校

嬌■回奎 李凝■■■■記念同絣爆
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動
で
活
躍
し
て
い
る
者
、
趣
味
の
世
界
で
リ
ー

ダ
ー
と
な

っ
て
い
る
者
、
等
々
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
充
実
し
た
人
生
を
送

っ
て
お
り
互
い
に
刺
激

し
合
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

あ

っ
と

い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま

い
最

後
に
全
員
で
記
念
写
真
、
校
歌
斉
唱
を
行
い
、
世

話
人
の
田
中
良

一
さ
ん
の
あ

い
さ
つ
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。
関
東
等
か
ら
の
遠
来
組
も
五

人
い
て
ま
だ
ま
だ
み
ん
な
名
残
惜
し
か

っ
た
の

で
、
牛
窓

へ
旅
に
出
か
け
た
女
性
三
人
組
を
除

い
て
殆
ん
ど
が
十
四
階
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
＆
バ
ー

「
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
」
で
た
っ
ぷ
り
と
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

五
十
周
年
で
終
わ
り
で
な
く
次
も
や

つ
て
ほ

し
い
ね
と
の
み
ん
な
の
感
想
で
し
た
。

＾
ｏ
二
十
二
回
生
卒
業
四
十
周
年
記
念
同
期
会
開
催
報
告

中
泉
　
　
宏

昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七

一
年
）
に
母
校
を

卒
業
し
た
私
た
ち
第
二
十
二
回
生
は
、
今
年
、

卒
業
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
平
成

二
十
三
年
十
月
十
六
日
、
同
窓
会
総
会
に
合
わ

せ
て
記
念
同
期
会
を
舞
子
ビ
ラ
で
開
催
し
た
。
実

は
私
た
ち
の
代
で
は
、
七
年
前
に
自
然
発
生
的

に
卒
業
し
て
初
の
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
母
校
同
窓
会
事
務
局
の
後
援
を
得
て

行
う
の
は
、〈
７
回
が
初
め
て
。
参
加
者
は
七
名
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
で
は
、
あ
の
こ
ろ
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
を
思

い

出
さ
せ
る
よ
う
な

質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
て
、
大

い
に

盛

り

上

が

っ
た
。

今

回
、
会
場
は
第

二
十

二
回
生
と
同

じ
広
間
と
な

っ
た

関
係

で
、
三
十

二

回
生
も
巻
き
込
ん

だ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
軽

妙
な
司
会
の
も
と
、多
く
の
参
加
者
が
豪
華

（，
し

な
景
品
を
手
に
し
、
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
。
最

後
に
全
員
で
懐
か
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
て
、
お

開
き
と
な

っ
た
。
今
回
、
同
期
会
開
催
の
中
心

に
な

っ
た
青
木
氏
と
私
に
加
え
、
中
川

（旧
姓

岸
本
）
敏
代
さ
ん
に
新
た
に
世
話
役
を
お
願

い
し
、
来
年
以
降
、
同
窓
会
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
同
期
生
の
よ
り
多
く
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
、

同
期
会
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

∴
一
三
十
二
回
生
卒
業
三
十
周
年
記
念
同
窓
会
報
告

鎌
田
　
耕
吉

平
成
二
十
三
年
十
月
十
六
日

（日
）
秋
晴
れ

の
下
、
同
期
生
十
七
名
出
席
の
も
と
、
舞
子
ビ
ラ

六
甲
の
間
に
て
卒
業
三
十
周
年
記
念
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
出
席
者
数
の
関
係
で

二
十
二
回
生

（卒
業
四
十
周
年
記
念
同
窓
会
）
と

合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ル
で
の
同
窓
会
総
会
に
参
加
し
、
母
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
を
鑑
賞
後
、
会
食
パ
ー
テ
イ
ー
に
移

り
ま
し
た
。
三
十
年
ぶ
り
の
再
会
で
容
姿
に
多

少
変
化
が
有
る
も
の
の
、
お
互
い
の
現
状
を
報

告
し
合

い
、
話
始
め
る
と
だ
ん
だ
ん
当
時
の
記

憶
が
蘇
り
、
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
き
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
は
じ
ゃ
ざ
し
て
、
身
も
心
も
中

学
生
時
代
に
戻

っ
て
賑
や
か
で
楽
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
、
現
母
校
の
阪
田

校
長
先
生
、
齋
藤
教
頭
先
生
、
漬
田
同
窓
会
長

が
ご
来
場
さ
れ
、祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、

二
十
二
回
生
中
泉
さ
ん
の
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
活
動

の
お
話
、
校
歌
の
斉
唱
、
記
念
撮
影
と
あ

っ
と

い
う
間
に
二
時
間
半
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

会
食
パ
ー
テ
ィ
ー
後
、
東
京
か
ら
出
席
の
小
川

君
、
柏
木
君
は
都
合
で
先
に
帰
ら
れ
ま
し
た
が
、

残
り
の
十
五
名
は
舞
子
ビ
ラ

一
階
サ
ン
ト
ロ
ペ

に
再

度

集

合

し

て
お

茶

し

つ
　
つ
、
　
ム
７
牧曖

は

こ

の
同

窓

会

に
出

席

し

た

十

七

名

が

そ

れ

ぞ

れ

身

近

な

同

窓

生

に
声

を

掛

け

あ

っ

て
、

卒

沈攀ガ轟if脅
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業
四
十
周
年
と

い
わ
ず
、
三
年
か
ら
五
年
を
目

途
に
も

っ
と
大
勢
の
人
数
で
再
会
し
よ
う
と
話

し
合

っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

〓

二
十
四
回
生
同
期
会

長
谷
　
英
彦

六
月
三
十
日

（土
）
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
二
十
四
回
生
の
同
窓
会
が
、
五
年
ぶ

り
に
舞
子
ビ
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
人

の
先
生
方
と
八
十
六
名
の
旧
少
年
少
女
た
ち
の

熱
気
で
、
寒

い
ほ
ど
に
ク
ー
ラ
ー
の
効

い
て
い

た
宴
会
場
も

一
気
に
と
―
ト
ア
ツ
プ
。
二
十
四

回
生
同
窓
会
で
の
恒
例
行
事
と
な

っ
た
、
先
生

方
に
よ
る
生
徒

全
員
の
点
呼
で

は
、
ど
の
人
も

照
れ
る
こ
と
な

く
大
き
な
返
事

で
、
次

々
と
拍

手
が
沸
き
お
こ

り
ま
し
た
。
今

回
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
は

「
全

国
統

一
歌
中
ク

イ
ズ

」
。
白

抜

き
さ
れ
た
校
歌

の
歌
詞
の

一
部

分
を
当
て
る
ク

イ
ズ
で
は
全
員
が
正
解
し
、
学
力
の
高
さ
を
再

認
識
？

「
修
学
旅
行
で
バ
ス
ガ
イ
ド
に
恋
を
し

た
男
子
生
徒
が
と

っ
た
行
動
は
？
」
「
Ａ
、
住
所

を
聞
き
出
し
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書

い
た
。
Ｂ
、
二

人
き
り
の
時
間
を
作
る
た
め
、
集
合
時
間
よ
り

早
く

一
人
だ
け
バ
ス
に
戻

っ
た
」
な
ど
と
の
奇

間
に
も
大
笑

い
。
難
問
に
正
解
し
続
け
た
十
六

人
の
参
加
者
が
景
品
を
手
に
し
ま
し
た
。
懐
か

し
い
校
歌
を
、
元
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
の
指
揮

の
も
と
、
大
声
で
歌

っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
舞
子
ビ
ラ
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー

ム
で
二
次
会
が
開
か
れ
、
出
席
さ
れ
た
方
が
ほ

と
ん
ど
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
全
員
が
入
り
き
れ

な

い
た
め
三
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
の

一
つ
で
は
、
最
後
に
は
輪
に
な
り
肩

を
組
ん
で

「
乾
杯
」
を
熱
唱
。
歌
中
パ
ワ
ー
全

開
で
し
た
。
解
散
す
る
こ
ろ
に
は
雨
も
上
が
り
、

三
々
五
々
と
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
五
年
後
の

還
暦
同
窓
会
で
ま
た
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
時
の
ド
レ
ス
コ
ー
ド
は

「赤
」
。
皆
さ
ん
、
ど

こ
か
に

一
点
赤
の
物
を
身
に
つ
け
て
参
加
し
て

尽
き
ず
、
多
く
の
人
が
夏
祭
り
を
楽
し
み
な
が

ら
日
が
変
わ
る
頃
ま
で
杯
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
の
同
窓
会
の
開
催
は
、　
一
年
半
前
に
卒
業
生

二
人
が
”
３
３
８
パ
上
で
知
り
合

っ
た
事
が
き

っ

か
け
で
す
。
”
Ｒ
３
８
庁
上
で
Ｈ
Ｐ
※
を
作
成
し
、

ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
中
学
時
代
の
繋
が
り
を
探
す

活
動
を
行
い
、
ゆ
っ
く
り
で
す
が
着
実
に
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
本
部
同
窓
会
に
ご
支

援
頂
き
、
多
く
の
同
窓
生
に
ハ
ガ
キ
を
出
す
事

が
出
来
た
事
、
こ
の
場
を
借
り
て
本
部
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
六
十

名
を
超
え
る
仲
間
と
繋
が

っ
て
お
り
、
日
々
そ

の
数
は
増
え
て
お
り
ま
す
。
来
年

（
二
〇

一
三

年
七
月
十
四
日
）
は
更
に
盛
大
な
同
窓
会
と
な

り
そ
う
で
、
今
か
ら
再
会
の
日
を
心
待
ち
に
し

て
お
り
ま
す
。

※

歌
敷
山
１
９
８
６

で
検
索
し
て
下
さ
い
。

く
だ
さ

い
ね
。

〓

〓
一十
七
回
生
同
期
会

第
三
十
七
回
生
の
同
窓
会
を
、
二
〇

一
二
年

七
月
十
五
日

（海
神
社
夏
祭
の
日
）
午
後

一
時

か
ら
舞
子
ホ
テ
ル
に
て
総
勢
四
十
名
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
二
十
六
年
ぶ
り
に
再
会
し
、

当

時

の
懐

か

し

い
思

い
出

話

に
花
を
咲

か

せ
、
楽

し

い
二
時
間
を

過
ご

し
ま

し

た
。
そ
し
て
、

来
年
も

開
催

す

る
事

を
約

束

し
お
開
き

と

な

り

ま

し

た

が
、

話

は

2011年 6月 30日	 舞子ビラにて
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〓

歌
中
同
窓
会
初
の

「卒
業
六
十
周
年
記
念
同
期
会
」

三
回
生
　
Ｌ
組
　
原
田
　
　
盈

昨
年
十

一
月
よ
り
計
画
し
て
い
た
卒
業
六
十

周
年
記
念
同
期
会
は
四
月
十
八
日
正
午
よ
り
舞

子
ビ
ラ
神
戸

「
五
色
の
間
」
で
六
十
人
名
が
集

い
恩
師

「
長
濱
五
郎
先
生
」
の
参
加
を
頂
き
開

催
さ
れ
た
。
私
自
身
が
感
じ
た
ま
ま
の
フ
レ
ー

ズ

「
よ
う
こ
の
歳
ま
で
頑
張

っ
た
ね
―
…
を
語

り
合
う
会
」
が
受
け
た
の
か
予
想
を
上
回
る
出

席
者
が
遠
方
か
ら
も
出
向
い
て
く
れ
た
。

銘
柄
を
厳
選
し
持
ち
込
ん
だ
日
本
酒
、
焼
酎
、

プ
ラ
ン
デ
ー
も
次
々
と
飲
み
干
し
、
予
定
し
た

三
時
間
は
あ

っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
中
村

君
の
気
合
の
入

っ
た
締
め
で
盛
況
の
中
開
会
し

た
。我

々
三
回
生
は
卒
業
五
十
周
年
に
百
五
十
名
、

五
十
五
周
年
に
七
十
人
名
と
常
に
多
数
が
集
結

し
て
く
れ
た
が
、
今
回
の
卒
業
六
十
周
年
記
念

同
期
会
を
以
て

一
区
切
り
と
し
今
後
は
歌
中
総

会
会
場
で
旧
交
を
温
め
た
い
。
同
期
会
開
催
の

度
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
女
性
陣
、
堺
井
、

山
田
、
浜
脇
、
村
元
、
小
塩
、
森
山
さ
ん
達
に

こ
の
場
を
借
り
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。

長
年
三
回
生
評
議
員
と
し
て
定
例
会
議

へ
の

参
加
、
同
期
会
開
催
の
世
話
等
行
動
を
共
に
し

て
来
た
永
井
昭
夫
　
中
村
義
正
両
君
に
最
後
の

同
期
会
を
終
え
て
の
所
感
を
お
願
い
し
た
い
。

三
回
生
　
Ａ
組
　
水ヽ
井
　
昭
夫

六
十
年
前
、
私
ど
も
は
戦
後
間
も
な
い
新
制

歌
敷
山
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

二
年
生
ま
で
は
教
室
も
な
く
小
学
校
や
高
校

の
教
室
を
間
借
り
し
て
、
午
前
　
午
後
の
二
部

授
業
で
や
り
く
り
し
た
こ
と
、
ま
た
、
兵
舎
あ

と
の
床
の
な
い
土
間
の
教
室
で
授
業
を
受
け
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
．
三
年
生
に
な
っ
て
や
っ

と
こ
の
今
の
歌
敷
山
の
地
に
校
舎
が
で
き
、
皆

で
喜
び
合

い
、
歌
中
音
頭
を
夢
中
で
踊

っ
た
こ

と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
よ
う
に
私
ど
も
世
代
は
、
何
も
な

い
貧

し
い
時
代
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
ゃ
が
て
た
く
ま

し
い
み
ん
な
の
努
力
で
国
力
を
盛
り
上
げ
、
世

界
第
二
の
経
済
大
国
を
実
現
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
今
日
、
成
長
の
力
は
な
え

気
味
で
、
加
え
て
、
不
況
の
波
、
災
害
の
ダ
メ
ー

ジ
で
少
し
ダ
ウ
ン
、
将
来
を
見
通
す
こ
と
に
不

安
が
宿
る
状
況
で
す
。
私
ど
も
個
々
の
寄
与
は

わ
ず
か
で
も
、
全
体
と
し
て
貢
献
し
て
き
た
こ

と
は
確
か
な
の
で
、
ど
ん
底
か
ら
頂
上
ま
で
、

さ
ら
に
少
し
心
配
な
下
り
坂
ま
で
、
貴
重
な
体

験
を
し
た
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
ま
す
。

一
つ
の
人
生

で
上
り
、
下
り
全

ス
コ
ー
プ

を
俯
睡
で
き
る
の
も
長
寿

の
お
か
げ
と
心
得
、

六
十
周
年
の
記
念
同
期
会
に
元
気
で
集
わ
れ
た

七
十
名
の
方
々
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
大

い
に

語
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
老
骨
に
鞭
打
ち
な
が
ら
、

ま
す
ま
す
元
気
で
活
動
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

2011年 4月 18日 	 舞子ビラ	 五色の間にて



10, 歌敷山中学校同窓会会報

快晴に恵 まれて、明石海峡大橋 をバ ッ

クに庭で記念撮影 をし、懇親会で、つ も

る話で賑やかに、楽 しく、	 しば しの時間

を過ごした。遠方からの参加者は昔懐か

しい舞子の浜を眺め、中学時代に想いを

寄せた	 その時の スナ ップの中より、数

点選び報告 します。

3回生	L組	 中村	 義正

回期の仲間2名 にギターを持ち込んで言つたが、キターは30年来弾かな

かつたため	動き難くなつた指に「しつかりせよ |」 と言い間がせても

らい	 演奏を頼んだ。これが手作りの良さで団結感も強まり	 舞台には

手作りの看板を掲げ、お酒も持ち込みと全て手作りの会にして	 会費を

安くし	年金生活者も気易く参加してもらつた。

堅苦しい式次第は作らず	歓談す

ることに徹したのがうけて38守間はつもる話であつという間に経過。持ち

込んだお酒も洋酒を除きほぽ空つば。孫のことを語つているのか	成功談

か失敗談か	会場は賑やかな声で溢れ、いつまでも今日の会は終わりそう

もない。

学生時代英語を教えて貰つた長濱先生は	 怖い先生だつたが	卒業

してから60年経つと好々爺の先生	楽しく談実した。同期会も卒業

60年を迎えると顔を見せてくれる恩師も希少	 そんな恩師から子ど

も時代の話を間かされるとみんな苦笑々々。

終わりに近づくといつものように3回生のテーマ曲2曲を全員で合

唱。気分の乗つた者がつぎつきに舞台に上がつてきて市民コーラス

会員の男性が指揮をして大きな声でリードすると 会場は「青春時代J

と「今日の日はさようならJの大合0昌。

会場の使用0寺 間は30寺間、話は続くがこのままにするとタイムオーバー

になつてしまう。仕方がないけど今日はここまで。後は気のあった者同

士で二次会へ。10月 には総会の懇親会があるから	 続きの話はそこでで

も		 全員総立ちでお開きとなつた。
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〓

第
六
十
四
回
母
校
体
育
会
参
加
報
告

二
〇

一
一
年
の
体
育
会
は
、
九
月
二
十
三
日

（土
）
、
晴
天
の
も
と
母
校
第

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
二
十
の
演
技
の
う

ち
、
私
た
ち
同
窓
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
来
賓
、
職

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
午
前
の
部
の

「
み
ん
な
で

踊
ろ
う
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
と
午
後
の
部
の

「玉

入
れ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、

全
生
徒
と

一
緒
に
な

っ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
つ

ぱ
い
に

´
マ
イ
ム
マ
イ
ム
″
を
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
王
入
れ
は
、
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
も

加
わ
り
、
紅
白
に
分
か
れ
て
競
技
に
興
じ
ま
し

主た
。な

お
、
玉
入
れ
に
参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
に

は
、今
回
も
同
窓
会
が
用
意
し
た

「参
加
賞
」
（今

年
流
行
の
ア
ニ
メ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
文
具
セ
ッ

ト
）
を
供
与
し
、
お
こ
ぼ
れ
に
与
か

っ
た
高
校

生
た
ち
に
も
大
好
評
で
し
た
。

〓

第
六
十
四
回
母
校
文
化
発
表
会

―

作
品
展

―

（参
加
報
生
ｅ

二
〇

一
一
年
の
文
化
発
表
会
は
十
月
二
十
二

日

（土
）
、
母
校

一
号
館

（
ス
テ
ー
ジ
の
部
）
と

五
号
館

（展
示
の
部
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
同
窓
会
は
、
今
回
も
展
示
の
部
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

同
窓
会
作
品
展
に
出
品
し
ま
し
た
。
恒
例
に
よ

り
今
回
出
展
頂

い
た
我
が
ア
ー
テ
イ
ス
ト
と
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。
（敬
称
略
、
氏
名
後
ろ
の
○

は
回
生
、
（　
）
は
作
品
名
で
す
。
）

豊
滋
夫
①

（油
絵

「須
磨
観
光

ハ
ウ
ス
」
「岩

屋
漁
港
し
、
花
田
春
洋
０

（
ア
ク
リ
ル

「
シ
ヤ
ー

マ
ン

（祈
祷
師
こ
）
、
豊
庸
夫
０

（バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ

「百
舌
」
「
メ
ジ
ロ
」
「白
頭
鷲
し
、
藤
村

洋
子
０

（刺
繍

「
カ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
岸
波
千
恵

⑥

（グ
ラ
ス
ア
ー
ト

「う
さ
ぎ

（免
と
、
ド
ラ
イ

＆
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

「
ク
リ
ス
マ
ス
し
、

漬
田
豊
機
⑪

（珍
工
芸
品
紹
介

「
蘇
州
刺
繍
し

の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
他
、
今
回
は
地
域

（Ｐ
Ｔ

Ａ
）
か
ら
の
推
薦
で
、　
一
回
生
松
岡
享
子
さ
ん
訳

「
し
ろ
い
う
さ
ぎ
と
く
ろ
い
う
さ
ぎ
」
の
絵
本
と
、

物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
二
回
生
加
藤
澄
子
さ
ん
が

製
作
し
た

「折
り
紙
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
展
示
さ
れ
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は

一
号
館
に
恒
例
の
模
擬
店

「
カ

フ
ェ
う
た
し
き
」
が
開
設
さ
れ
、
同
窓
会
か
ら

今
回
も
お
菓
子
詰
め
合
わ
せ
を
百
袋
差
し
入
れ
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

〓
平
成
二
十
四
年
度
母
校
・
Ｐ
丁
Ａ
・
同
窓
会

三
者
懇
談
会

（開
催
報
告
）

今
年
度
の
三
者
懇
談
会
が
、
平
成
二
十
四
年

六
月
七
日

（木
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
垂
水

本
通
り
の

ク喫
茶
ブ
ラ
ジ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
懇
談
会
は
二
十
数
年
前
に
竹
中
前
同
窓
会

長
の
発
案
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
同
窓

会
が
主
催
し
、
母
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
同
窓
会
間
の

親
睦
と
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年

一
回
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

当
日
の
懇
談
会
に
は
、
母
校
か
ら
は
阪
田
校

長
、
齋
藤
教
頭
、
柳
瀬
教
諭

（教
務
担
当
）
、
和

田
教
諭

（三
学
年
主
任
）
の
四
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
は
高
田
会
長
、
吉
田
、
山
本
、
上
床
各
副
会

長
の
四
名
、
同
窓
会
か
ら
は
漬
田
会
長
、
伊
藤
、

藪
、
藤
本
各
理
事
の
四
名
、
計
十
二
名
が
出
席

し
た
。

懇
談
会
は
漬
田
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

次
い
で
出
席
者
自
己
紹
介
の
後
、
母
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
窓
会
そ
れ
ぞ
れ
が
、
近
況
　
活
動
報
告
を
行

っ

た
。
母
校
か
ら
は
生
徒
数
、
ク
ラ
ス
数
、
教
員

数
の
現
況
及
び
各
学
年
の
宿
泊
行
事

（
一
、
一年

生
の
野
外
活
動
及
び
三
年
生
の
修
学
旅
行
）
を

無
事
終
了
し
た
こ
と
等

の
報
告
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
は
学
級
委
員
の
選
出
方
法
を
、
こ
れ
ま

で
の
選
挙
か
ら
く
じ
引
き
に
改
め
た
こ
と
等
の

報
告
が
あ

っ
た
。
ま
た
同
窓
会
か
ら
は
配
付
資
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料
に
基
づ
い
て
、
総
会
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
開
催
、
学
校
行
事
参
加
、
母
校
部
活
動

へ
の

支
援
　
奨
励
等
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

懇
談
会
の
後
半
は
高
田
会
長
の
乾
杯
の
ご
挨

拶
で
小
宴

へ
と
移
り
、
食
事
を
共
に
し
な
が
ら

和
や
か
に
意
見
交
換
を
行
い
、
身
体
障
害
児
童

生
徒
の
修
学
援
助
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
「神
戸

っ
子
応
援
団
」
事
業

へ
の
支
援
活

動
、
各
界
で
活
躍
す
る
同
窓
生
等
の
話
題
で
盛

り
上
が
り
、
最
後
に
阪
田
校
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
閉
会
と
な
っ
た
。
（夕
藤
　
宏
　
記
）

∴
◆
平
成
二
十
三
年
度
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（参
加
報
告
）

母
校
ふ
れ
あ

い
懇
話
会
主
催
に
よ
る
恒
例
の

「
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
平
成

二
十
三
年
十
二
月
十
七
日

（土
）
母
校
校
庭

第

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
こ
れ
ま
で
真
夏
の
人
月
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
夏
猛
暑
の
連
続
で
熱
中

症
発
症
騒
ぎ
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は

一

転
、
冬
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
今
年
も
校
区
小
学
校

（霞
ヶ
丘
小
、

東
舞
子
小
）
の
児
童
、
母
校
生
徒

（
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、剣
道
各
部
員
）
を
始
め
、各
保
護
者

教
職
員
、

青
少
年
育
成
協
議
会
、
地
域
老
人
会

（霞
ヶ
丘
、

五
色
山
各
健
寿
会
）
の
方
々
な
ど
、
九
十
九
名

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
は
、
今
回
初
め
て
二
桁
の
大
台

と
な
る
十
二
名
の
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

回
生
順
に
、
永
富
敏
之
●
、
塩
崎
武
０
、
荒
木

勝
０
、
神
部
元
成
Ｃ
、
岡
田
正
輝
０
、
伊
藤
宏

０
、
林
佐
名
哉
０
、
黒
島
陸
枝
Ｃ
、
水ヽ
富
典
子
Ｃ
、

吉
川
正
明
０
、
津
田
美
智
子
０
、
漬
田
豊
機
０

の
諸
兄
姉
で
す
。

プ
レ
ー
は
、
各
七
名
、
計
十
六
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
開
会
式
後
の
九
時
過
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
．

ア
ウ
ト
人
、
イ
ン
人
、
計
十
六
ホ
ー
ル
を
巡
回

し
て
ス
コ
ア
を
競

い
ま
し
た
。
競
技
中
は
好
プ

レ
ー
、
珍
ブ
レ
ー
が
あ
り
、
至
る
と
こ
ろ
で
歓

声
が
あ
が
る
熱
戦
の
中
昼
前
に
終
了
し
、
引
き

続
き
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
、
小
学
生
、
中
学
生
、　
一
般
成
人
、

シ
エ
ア
各
部
の
六
位
ま
で
の
入
賞
者
と
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
達
成
者
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会

で
は
、
強
豪
ぞ
ろ
い
の
シ
ニ
ア
の
部
で
、
林
さ

ん
が
四
位

（三
年
連
続
―
）
、
岡
田
さ
ん
が
五
位

に
入
賞
、
ま
た
永
富

（敏
）
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

な
お
、
初
め
て
の
冬
場
開
催
と
な

っ
た
こ
の

大
会
、
こ
の
日
は
プ
レ
ー
終
了
後
、
ふ
れ
あ
い
懇

話
会
委
員
、
母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
心
尽
く
し
で
、

手
作
り
に
よ
る
熱

い
豚
汁
が
参
加
者
全
員
に
ふ

る
ま
わ
れ
、
寒
空
の
中
、
心
も
身
体
も
温
ま
る
も

て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
大
会
の
運
営
を
含
め
、

お
世
話
頂
き
ま
し
た
母
校
教
員
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を

は
じ
め
ご
関
係
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

（伊
藤
　
宏
　
記
）

〓

歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会

二
〇

一
二
年
六
月
二
十
六
日

（火
）
十
五
時

三
十
分
よ
り
第

一
回
会
議
が
母
校
図
書
室
に
て

開
催
さ
れ
た
．

こ
れ
は
、
母
校
を
中
心
と
し
て
、
地
域
に
お

け
る
生
徒
の
生
活
を
見
守
り
、
母
校
の
発
展

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
関
係
者

（歌
敷
山
中

学
校
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
保
護
者
、
霞
ヶ
丘
小
学

校
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
保
護
者
、
東
舞
子
小
学
校

|'11■≒	■|11姦 ‐

同窓会メンバー
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職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
保
護
者
）
、
地
域
委
員

（青
少

協
　
霞
ヶ
丘
支
部
　
東
舞
子
支
部
、
民
生
児
童

委
員
）
歌
敷
山
中
学
校
評
議
員
、
同
窓
会
代
表

等
二
十
九
名
か
ら
な
る
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

状
況
報
告
と
意
見
交
換
　
勉
強
会
が
行
わ
れ
て

い
る
。
今
年
の
活
動
は

『あ
い
さ
つ
、
声
か
け
、

地
域
の
子
、
ふ
れ
あ
い
、
手
伝
い
、
家
庭
か
ら
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
生
徒
の
健
全
育
成
の

た
め
、
協
力
し
合

っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は

十
二
月
八
日

（土
）
に
母
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（別
項
参
照
）

〓

歌
敷
山
中
学
校
評
議
員
会

二
〇

一
二
年
六
月
二
十
六
日

（火
）
十
六
時

三
十
分
よ
り
、
第

一
回
学
校
評
議
員
会
が
母
校

校
長
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
母
校
校
長

が
主
催
す
る
も
の
で
、
母
校
の
教
育
目
標
　
取

組
方
、
学
校
運
営
に
関
し
て
、
評
議
員
よ
り
参

考
意
見
等
を
聞
く
も
の
で
、
元
大
学
教
授
、
青

少
協
役
員
、
同
窓
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
等
七

名
の
委
員
か
ら
な
る
。
母
校
の
教
育
目
標
は

「責

任
、
健
康
、
友
愛
」
で
あ
り
、
今
年
は
、
①

「命
」

（か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
大
切
に
す
る
生
徒
の

育
成
）
、
②

「
豊
か
な
感
性
」
（他
を
大
切
に
す

る
生
徒
の
育
成
）
、
Ｏ

「た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」

（社
会
性
、
協
調
性
に
あ
ふ
れ
た
生
徒
の
育
成
）

を
教
育
努
力
目
標
と
し
て
い
こ
う
と
な

っ
た
。

〓

第
六
十

三
回

卒
業
式

二
〇

一
二
年
二
月
九
日

（金
）
十
時
よ
り
母

校
講
堂
に
て
、
六
十
三
回
生
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
、
二
三
五
人
が
卒
業
し
て
い
き
ま

し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

以
下
の
祝
電
を
打
電
し
ま
し
た
。

響

第
六
十
三
回
卒
業
生
の
皆
様

春
の
日
差
し
が
眩
し
い
今
日
の
佳
き
日
に
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
栄
え
あ
る
我
ら
が
母
校

歌
敷
山
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
お
喜
び
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様

一
人
ひ
と
り
が
心
技
体
共
に
健
や
か
な

良
き
社
会
人
と
し
て
世
界
中
で
活
躍
さ
れ
る
よ

う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
皆
様
の
健
康
と
安
全
と
平
安
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
　
歌
敷
山
中
学
校

同
窓
会

〈
〓
長
　
漬
田
　
豊
機

〓

第
六
十
六

回

入
学
式

二
〇

一
二
年
四
月
十
日

（火
）
十
四
時
よ
り

母
校
講
堂
に
て
、
六
十
六
回
生
の
入
学
式
が

行
わ
れ
た
。

一
九
人
人
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会

か
ら
は
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

以
下
の
祝
電
を
打
電
し
ま
し
た
。

第
六
十
六
回
新
入
生
の
皆
様

桜
花
咲
き
誇
る
春
の
佳
き
日
に
栄
え
あ
る
我

ら
が
母
校
歌
敷
山
中
学
校
に
入
学
さ
れ
た
こ
と

を
心
よ
り
喜
び
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
三
年
間
、
健
康
を
守
り
、
勉
学
に
励
み
、

青
雲
の
志
を
立
て
、
良

い
人
間
関
係
を
培

い
、

楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う

に
願

っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
日
　
歌
敷
山
中
学
校

同
窓
会
　
会
長
　
漬
田
　
由豆
機

〓

第
六
十
三
回

同
窓
会
入
会
式

六
十
三
回
生
同
窓
会
入
会
式
が
、
卒
業
証
書

授
与
式
の
前
日
三
月
八
日

（本
）
に
母
校
講
堂

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
三
月
に
母

校
を
巣
立
ち
、
新
た
に
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
る
の
は
六
十
三
回
生
二
三
五
名
で
す
。
若
々

し
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。

同
窓
会
本
部
か
ら
は
漬
田

（会
長
　
十

一
回

生
）
、
原
田

（監
事
　
三
回
生
）
、
伊
藤

（理
事

六
回
生
Ｘ
角
南

（評
議
員
　
エハ
回
生
Ｘ
黒
島

（評

議
員
　
七
回
生
）
、
藪

（事
務
局
長
　
人
回
生
）
、

中
泉

（評
議
員
二
一十
二
回
生
×
酒
井

（プ
ロ
ジ

エ

ク
ト
委
員
　
二
十
六
回
生
）
の
人
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

式
は
伊
藤
理
事

の
司
会

の
も
と
に
進
め
ら
れ
、

開
会

の
こ
と
ば

の
後
、
同
窓
会
側

の
出
席
者
が
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一
人
ず

つ
紹
介
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
入
会
生

と
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
．

続

い
て
、
母
校
阪
田
俊
晃
校
長
か
ら

「
歌
敷

山
中
学
校
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
行

動
す
る
よ
う
に
」
と
の
は
な
む
け
の
ご
挨
拶
を

頂
き
、
ま
た
漬
田
同
窓
会
会
長
か
ら
は

「
同
窓

会

へ
の
入
会
を
歓
迎
す
る
」
と
と
も
に
、
「
同
窓

会
活
動

へ
の
参
加
を
期
待
し
た
い
」
旨
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
六
十
三
回
生

代
表
か
ら

ク
入
会
の
こ
と
ば
ク
が
力
強
く
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
の
幹
事

（男
女

一
名
ず

つ
計
十
二
名
）
と
代
表
幹
事

（四
名
）
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
代
表
幹
事
に
は
同
窓
会
の
評
議

員
と
し
て
、
今
後
同
窓
会
活
動
に
加
わ

っ
て
も

ら
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
入
会
式

は
終
了
し
ま
し
た
。

高
校

（高
専
）
と
い
う
新
し
い
環
境
の
中
で
、

彼
ら
の

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

サクラの学校開放に含わせて

ヽ '|

|・ J:

い
ホームカミングデー、

を開催予定

同窓会では来年 3月 30日

0、 3月 31日 0のサクラの

学校開放に合わせて ホ`ーム

カミングデー、の開催を3

月31日0に予定しています。

ホームページ、新聞広告等で

改めてご案内致しますので、

ご期待下さい。

【同窓会事務局】デ655‐0037
初 日市垂水区歌敷山2丁目4‐ 1

権 硫 立歌致山申学校内
■弘 ra789707‐ B864
ιma“ urach●●	d●″@va″00●●Jp

:一
― ― ― ― ― ― ― ― ―

¨ 		 呻

>会長挨拶

>同窓会規約

>母校	 同窓会の歩み

>卒業生数

>H24年度役員

>H24年度予定

〉H23年度決算報告

>同窓会会報 No	18

)母校同窓会短信

)ARCHIVES

,母校のHP

0羅言2月[ξ熙[盪薫きば電
=、

1■嶺■翠 、処鰍乍l象1171軍
さる方があり、この時には「続けていてよかつたJという気持ちになります。URし は httoノ/www	geoctties

げutachudou/で すので、ぜひついでの折に覗いてご覧ください。メールでご意見等を頂けると幸いです。

歌敷山中学校同窓会
のホームページヘようこそ !

赳
[120909更新]

012/09/09・ 平成 24年度同窓会総会 '	一開催案内一

〇12/06/16	 平成 24年度三者懇談会 (開催報告)

012/04/20・ 第 2回 歌敷山中学校同窓会ホームカミングデー・ (開催報告)

●12/04/20	63回 生同窓会入会式のベージを立ち上げました

012/01/28	 平成 23年度ふれあいグラン ドゴルフ大会 (参加報告)

●11/12/14・ 平成 23年度同窓会総会一開催報告―

011/11/13・ 第 64回母校体育会 (参 加報告)・

011/11/13・ 第 64回母校文化発表会 (参加報告)'

010/10/19・ 歌中生合言葉	 生活信条プレー ト'	および `亮天功石碑説明

石板 '	の除幕式を挙行しました

010/07/12	 同窓会 HPアーカイブスのベージを作成 しました

くお知らせ>[ToplCSlか ら外れた記事は [Contents]の中の[ARCHiVES]に保存してあ

ります。
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‐‐ 	 ○一二年は古事記編纂の一三〇〇年にあた り日本最古の歴史書「古事記Jにお

―
	 いて最初に生まれた島とされる淡路島、その最古の社 と言われる伊井諾神官の

近 くに実家のある十一回生の位上啓一氏を訪ねました。

定年退職後、県指導のもと「地域との関わり」を大切に「県さと山ふれあい森づ くり」

を通して三ヘクタールの山林に入って、竹ばっさい、竹炭づ くりに励み汗を流 してます。

時には野ウサギ、イノシシに出合う事 もあり、朝はうく
｀
いすの声で目覚める生活です。

に
Ｊ

以	飩乳辮 |「鐵熱7箱
て、加熱時間や温度調節を組み入れています.チ ーズ	 サーモン

ハム	 ソーセージなどを燻製にし、決め手は塩やスバイスで しよ

うか。畑で作ってるローズマリー、	レモングラスを添え、晩 しゃ

くに一役かってます。工程は品によつて違いますが、下ごしらえ、塩漬け、血

抜 き、熟成、塩抜き、風乾、燻製、ボイル、乾燥などを経て、待望の完成です。

ラリーマン時代の山岳部活動では、北海道から屋久島まで各地の山を登って

きました。最近は、年に一度、エベレス ト、アンナプルナなど、八千m級
見に、またキリマンジャロ、ケニア山、二姑娘山等、約二週間かけて、四千

メー トルの登頂などトレッキングをしながら持参の一眼レフで「一瞬の絶景J

を楽しんでいます。

＝ソ
¨
・六千嚇
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=同
窓生近況報告	(平成24年9月 20日現在)

1 第 7代校長 細見英太郎
父細見英太郎は3月 5日 死亡いたしました。ご盛会をお祈 り申し

上げます。(細見	 公美)(ご冥福をお祈り申し上げます。事務局,

2 第 10代校長 坂本		 繁

現
展

る
発

い
ぃ
」

て
の

つ
会

な
窓

く

同

な少
中

も
歌

レ
Ｃ
　
。

，
」
い

る

さ

出
だ

丼
継

ます
。

い
お

い

ま
を

て

し
手

つ

で
勝
祈

ん
る
を

こ
す
会

け
席
盛

老
欠

ご

い
フ
ｏ
の

か
す

日

つ
で
当

す
状
と

3 第 13代校長 安東		 保
老妻	 老大の介護をしながら元気に過ごしています。歌敷山中学

校でお世話になったことに感謝 しつつ、歌敷山中学校ならびに同

窓会の益々のご発展を心 よりお祈 りいた しております。

4 第 16代校長 角		 孝雄
「同窓会短信Jを なつかしく拝見いたしました。同窓会総会の盛

会をお祈りいたします。

5 第 17代校長 岡本壽美雄

神戸市立片山児童館 (長 田区)での生活 も3年 目とな りました。
こどもたちに囲まれての日々、こどもたちのエネルギーをもらっ

て元気バ リバリにやつています。歌中の発展、歌中同窓会総会の

ご盛会を祈念 します。

6 元教頭 吉田	 純一
毎回のご案内あ りが とうございます。懐か しい思いで短信等を読
んでいます。貴同窓会の益々の発展をir念申し上げます。所用の

ため出席できませんが盛会をお祈 り致 します。

7 恩 	 師 杉田		 哲

8 元 PTA会 長 筒井	 一郎 仕事のため参■lで きません。申し訳あ りません。

9 前 PTA会 長 天野		 宏
おまねきいただきありがとうございます。「ネ申戸つ子応援団Jで
はお世話になります。

10 1回生	A組 川上	 豊公

:[|:骨:こ[:::]lifi鱚懸
た。元気に頑張っています。

11 1 回生 G組 衛藤	 房子

いつもお世話になりまして本当に有難うございます。特に委員様
の御苦労は如何ばか りかと毎年御礼 申してお ります。ここ数年体

調を崩 して居ます。本年 も申し訳ないですが欠席させて頂 きます。

12 1 回生 K組 大下	 昭夫
当日は他の外せないカルチャーとバツテイングしますので欠席し
ます。皆様に宜しくお伝え下さい。

13 3回生	A組 川畑	 正子
元気でスポーツジムとPCに 遊んでもらっています。皆様のご健

康をお祈 り中し_卜 げます。

14 3回生	B組 吉岡昭一郎
お世話になりありがとうございます。役員の皆々様お世話になり
ますがよろしくお願い申し上げます。

15 3回生	C組 小 川 房三

昨秋の右足首の捻挫もやっと癒え、この夏の猛暑もなんのその3

日置きの15kmウ オークでいい汗をたっぷり流しています。よく

謂われますように、夢みる心に老いはない。(地球一周4万 km
完歩を目指し中)

16 3回生	D組 杉本		 守
4月 の同期会は久 し振 りに友人に会え大変楽 しかったです。原田

さんやお世話をして下さつた方々に感謝です。これからもよろし

くお願い致 します。

17 3回生	E組 渡辺	 貞範
元気にしてお りますが一人生活の不便に耐えています。あいかわ

らずベ トナムヘのボランテイア続けています。今年で8年 目です。

盛会を祈 ります。

18 3回生	F組 米満		 弘
お世話下 さる方いつ もあ りがとうございます。元気なうちはでき

るだけ出席 して、なつかしい仲間と語 り合いたいと思います。
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19 3回生	H組 岡橋	 啓二
世話役の原田君、永井君、中村君、毎回の皆様の御世話感謝 します。
今回は旅行の予定 もあ り出席出来ませんが皆様によろしく。元気
な間は賛助金、支援金は送金させて頂 きます。

20 3回生	I組 谷口	 稔郎
残念乍 らダブルブッキングになるため欠席 させていただきます。
世話役の方々に感謝 します。

21 3回生	 」組 松井	 邦夫 日頃はグランドゴルフと孫の守 りで元気に暮らしています。

22 3回生	J組 深谷	 淑子

幹事の皆様お暑い中御世話下さりあ りがとうございます。中学卒
業 しましてより早 60年 、感無量です。足、腰、頭身体全部故障
ばか り、日頃お医者様を訪ねることばか りです。皆々様お元気で

お過ごし下 さいませ。五色塚古墳が綺麗に整備 されました。(昔

子供の頃)「肝だめ しゴッコ」をしたことがなつか しく、ウッソ
ウとした古墳は ?と 感無量です。一度見に来て下さいませ。

23 3回生	K組 井出	 英子
幹事の皆々様お世話様になり有難うございます。体調が悪 くやっ
と毎 日を過ごしています。

24 3回生	K組 吉川恵美子
いつもお世話になり有難うございます。当日は所属するコーラス

団体の行事があ り欠席 します。ご盛会′しヽからお祈 り申し上げます。

25 3回生	L組 中村	 義正

3回生 として卒業 60周年に参加 し、こんな楽 しいものなら65周
年までは健康を保たねばと改めて決意 しました。歌中のグランド
で野球やソフ トボールの試合を見ていると、やっぱ り若いって素
晴らしいね。

26 3回生	L組 原田		 盈
歌中同窓会で初めての卒業60周年記念同期会を無事終えてホッ
としています。

27 3回生	L組 北川きよ子 櫨谷迄、畑仕事に通っています。

28 4回生	B組 松田	 絹子
母校歌敷山中学校同窓会のお知らせをあ りがとうございます。名
前を聞 く度に懐か しくてたまりません。一瞬でも音の自分を想い

出しています。お世話頂いてあ りがとうございます。

29 4回生	B組 亘		 弘子
お陰様でホームヘルパーを続けています。横浜は坂の多い町。健
康に良いと感謝に替えて、90才の大先輩の介護をさせていただい

てます。楽 しい会を祈念中し上げます。

30 4回生	C組 三好	 龍介

ご案内いただき有難 うございました。残念
′
Fら 病気の為5月 に死

亡いたしました。お世話になりました。代

`ご

冥福をお折り申し上げます。事務局)

31 4い1生 	D組 岡上		 稔 後期高齢者ですが、すこぶる元気です。

32 4回生	F組 打越	 忠臣
時間の調整がとれませんでした。残念です。高齢者 (シ エア)大
学とボランティアに頑張っています。

33 4回生	F組 中沢	 禎子

上京 して 50年 以上経 ちました。色 々な出来事があ りましたが、
健康に恵まれ現在に至っています。PPK(ピ ンピンコロリ)を 願
って息子達に迷惑 をかけないで残 りの人生を全うしたいです。16

年間ウオーキングを続けてボケ防止に励んでいます。

34 5回生	B組 蛭子	 恵美
11月 10H(土 )よ り水彩画の個展をしますので、多忙のため欠
席します。皆様によろしく

35 6回生	A組 片山		 齋 幹事の皆様お世話になります。皆様によろしくお伝え下さい

36 6回生	A組 佐野	 彰一 小学一年生の孫 とビールを飲めるようになる迄無病息災でなくて
も、健康第一で生活 してお ります。

37 6回生	A組 尾崎	 茂子
毎年送 られて くる「同窓会会報」を読んでは、中学時代は人生の

中でもピカピカ光っている頃なのだなあと感 じ入っています。

38 6回生	B組 谷岡	 繁明

名谷団地 (菅 の台 6丁 目)で内科、小児科、胃腸科開業 (TEL:
792-2005)しています。	1年前より息子 (非常勤)に 手伝っ
てもらっています。HZ、 9月 下旬頃より胃カメラ (経鼻 経口)

大腸カメラ再開予定です。

39 6回生	B組 馬外	 重満
趣味はもちろん、地域活動、ボランティアなど元気で忙 しくして
おります。
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40 6回生	B組 和気	 利明
四国に来て26年 にな りました。元気に暮 らして居ます。当地は
なかなか住み易い所です。さぬ きうどん、/― 刀比羅宮、八十八ヶ

所へ是非″

41 6回生	B組 小方		 薫
ご案内いつ もあ りがとうございます。元気にすごしています。主
人が入院中なので、とても忙 しい毎 日を送つています。

42 6回生	C組 船越	 椒子
神戸よりも奈良での生活の方が長くなりました,すっかり余良人
になってこちらで毎日を楽しんで居ます。

43 6回生	D組 荒瀬	 治夫
月2の ゴルフ、週 1の テニス、晴れれば庭仕事、雨の日は読書の
日々です。6回生の60周年記念 (3年後)に は出席したいです。

44 6回生	D組 大西	 啓晴 元気ですよ～～う	 暑さに負けそうです。

45 6回生	E組 伊達	 愛子
同窓会短信 5号拝見致 しました。 3回生の皆様の記事を拝見し私
達 6回生 も大勢参加 して次回が出来おめにかかるのを楽 しみにし
ています。お知 らせありがとうございました,	日姓 :横 江

46 6回生	G組 戎谷	 昌泰
毎朝 6時から毎日30分間舞子墓園納骨堂前で70～ 80名の有志
によるモーニングコーラスをやっています。

47 6回生	G組 大空美代子

同窓会事務局の方々には何かとお世話になり有難 う存 じます。当
日はコーラスの発表会 と重なり出席致 しかねます.皆 々様にどう
ぞ宜 しくお伝え ドさいませ。皆々様の御健康と椰多幸をお祈 り致
してお ります。

48 7回生	C組 芳野	 佑伍
大変お世話にな りあ りが とうございました,	一 本年 8月 7日 tr

去、ご遺族よリー	(ご冥福をお祈ウ申し上げます:事務局|

49‐ 7回生	D組 林	 佐名哉

在学生のいろいろなクラブ活動の向上についていつも関心を持っ

ています。私はいろいろと福祉に携わっていますが評議員を仰せ
つかって少 しお手伝いをさせていただいていますが、特に母校に
ついてはなつか しく、もし当時に戻れていたら私だったら水泳で

頑張っていたか も… ?と かいつ も前向思考ですが、当時に振 り返
って思いを馳せています。ガンバレ歌中生

“

50	7回生	E組 片山三知子
恩師長浜豊子先生のご逝去を知 り驚いてお ,ま す.実母の介護で

同窓会も欠席ばか りを致 してお りました,H23年 に母校の桜 を

見物 しなつか しさがこみあげました,

51	8回 生	B組 喜多	 嘉男
総会当日は予定が有 り欠席とな ,ま すが	 役員の方 々には大変ご

苦労様です。

52		8回笙L		Bn‐■ 小寺		 健 淡路島で趣味程度の農業をして元気に幕 らしています
=

53		8回生		C	nI 森田		 勲
年齢相応に毎 日楽 しく過ごしてお |ま す.同 窓会発会の盛会をお
祈 りします。毎年のご案内あ りが とうございます.

54	8日生	F組 藪		 忠司
他の仕事と重なってお ,、 今回は参力Eて きません,盛会を祈りま
す。まずます元気にしてお ,ま す:

55	8回生	G組 福田		 正

ご案内あ りが とうごさいました.寝含ですが既に予定が詰 まって
い ます。今年 4月 27日 東京家政会館に於いて「第6回み どりの

式典J天皇	 皇后両陛下 ご臨常のなか、H24年度「緑化推進運
動功労者内閣給理大臣賞_の 受賞の栄を15り ました。両陛下 より
「励 まし_のお言葉をいただき、一層の責任の重 さを実感 してき
ました,

56	9回生	c組 山本

13ヽ ■年前からの腰痛が一向に良 くならず、今年も総会欠席 とな
耕二	|つ ました=リ ハビリに専念 し、次回は是非出席 したいと思ってい

ます
=

57	9回生	c組 吉 田 基

ご案内あ りが とうございます.残念ながら丁度当日大学のゼ ミナ
ールの恩師の「傘寿を祝う会」があ り、そちらの発起人となって
いますので同窓会は欠席とさせていただきます。総会の盛会をお
祈 り申し上げます。

58	9回生	D組
まてつ田
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59 9回生	E組 柏木彩太子
昨年 9月 に夫が急逝 しました。色んな事に追われ忙 しい 1年で し
た。21年間の看病で したが看病される主人の方がつらかったので
はと思います。

60 9回生	H組 中島	博幸
最近バ レーボール部の同窓で細見先生を囲んで集まりました。楽
しかった″

61 10回生	A組 小林興志美
毎年 トライやるウィークでの職場体験で、真面 日で素直な歌中生
との関わりを嬉 しく思っています。

62 10回生	c組 吉 田 昭 二
相変わらず週に3回程度ウオーキングやかるいランニングをして
います。身体だけは丈夫なのでいつまでも続けられたらと思って
います。同窓会会員皆様の御活躍をお祈 り申し上げます。

63 10回生	F組 藤原	 敏弘 演歌の蒐集をしてお り、現在 3万曲を超えました。

64 10回生	I組 山本 (千足)

やすゑ 幹事様ありがとうございます。元気にしてお ります。

65 11回生	B組 勝見	 正則 冬は狩猟、その他の時期はカメラ (写真撮影)で頑張ってお ります。

66 11回生	B組 守
退職 して 1年が過 ぎました、元気に過ごしています。今回は出席
出来ず残念ですが盛会を祈っています。お世話下さる皆様に感謝。

67 回生 D組 北川千代子
婦人会の用事 と重なって欠席させていただきます。毎 日墓園にて
朝のラジオ体操や踊 りをして楽 しくすごしています。とても元気
ですよ。

68 11回生	D組 牧野千鶴子
この日は地元でボランティアがあり、70才以上の人のお世話で行
けません。残念です、会いたかったです。

69 回生 D組 山本寿美子
同窓会のご案内あ りがとうございます。昨年から趣味で始めたポ
タニカルアー トの展示会で予定が入っていて出席できません。出
席の皆様にはよろしくお伝えくださいませ。

70 回生 F組 鈴木茉由美 円̈螂
71 回 生 G組 高橋	 由仲

今春、大学を退職、念願の音楽生活に入り、オーケストラ、合唱、
オペラと多忙に生きています。不良少年団OBと の再会が楽しみ
です。

72 回生 H組 今岡	 勝実
舞子小学校昭和32年 の卒業生の同期会が 11月 14日 に開催され
ます。初めてのことですので多数集まれば良いですネ。

73 ll 回生 H組 小松	 徳文
元気にしております。時々ダイエーのカート整理に行っておりま
す。体を動かして少しおこづかいをもらっています。

74 11回生	I組 渡田	 豊機
退職 して早や 7年、年金生活に入って5年、メタボをかかえての
老後ですが、ボランティア活動や孫の相手等をしなが ら家族共々

元気に過ごしています。

75 11 回生 H組 中井	 峯生 元気です。

76 11回生	I組 安田	 篤行
退職後2年間のブランクがありましたが、今年の4月 から生協の
夕食宅配サポーターとして 1日 約 35軒 50食の配達をしておりま
す。疲れますが体調も良く続けていきたいと思っています。

77 12回生	D組 植垣	 憲司
神の谷ふれあいのまちづ くり協議会神の谷コスモスクラブの役員
として大阪マンドリンソサィエテイのメンバー忙 しい毎日です。

78 14回生	5組 田中	 丸真 来年卒業 50周年の同窓会は出席 します。

79 14回生	5組 ガ,|	七絵
大阪市に住んで 18年ですが、徐々に橋下市政(?)で変化 してます。
きっと将来的には良 くなるのだと思いますが		65才になりまし
たが、まだ自分の都合だけでは動けません。

80 14回 生	6組 真期	 澄夫

短期間で したが車椅子介助のお手伝いをさせて頂いた生徒 さんの

卒業式出席のため、久 し振 りにこの 3月 母校を訪ねさせて頂 きま
した。又この5月 に任命されました保護司として活動 しています
が、今後中学生 とも係わ りがありそうです。
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81 14回 生	10組 中村	 閏子

東京都新橋で小料理屋
・

κ 蔦
・	 を経営 して11年 になります。

東京へお越しの折は、是非お立ち寄り下さい。	・歌中出身の	'
と言って頂ければ大サービスさせて頂きます。同窓会の益々のご
発展をお祈り致します。

82 14回生	13組 和泉	 文博

2007年秋に定年退職 し、その後4年間中国広東省仏山市で仕事を
し (工場にて)、 昨年 10月 末に帰国 しました。現在は、垂水駅前
のフレスコスポーツジムに毎日通い、水泳をしてお ります。その

為
"07年

の際は71KGで したが、現在 58KGと なりました。

83 15回生	7組 平沼加代子

いつ もお世話にな りあ りがとうございます。今年の H月 で大病
をして (肺がん)10年になります。手術、化学療法と本当に大変
で した。中学時代の友人に会うのが楽 しみで 50年 の会が とても
楽 しみです。元気で又皆 さんにお会い したいと思ってお ります。
健康が一番 |

84 15回 生	10組 米倉		 進
同窓会運営に関わる皆様色々とお疲れ様です。今年 もまた欠席 し
ます。中3時代のクラス会開催にひと肌ぬごうと思っています…。

85 15回 生	15組 長谷川信賢
寿 し職人として 48年現役です。 もう5～ 6年 はと…。 しか し景
気悪いからネ

86 17回生	2組 岡田	 邦夫 まだ朝 6時 30分の電車に乗って仕事に出ています。

87 17回 生	3組 藤本	 純子
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88 17回 生	4組 石川	l1/子 元気にしています。総会には旅行の日程が重なり出席できません。

89 17回 生	6組 桑原	 仁志
12年振 りに神戸に戻 りました。あと少 し仕事を続け、その後第二
の人生を楽 しむ年代にな りました。

90 17回生	7組 伊藤		 博

今年 6月 常勤の仕事 を辞 し、	1年 FB5の 非常勤勤務 となりました。
7月 より日課は毎朝 自宅横の河原の遊歩道を約 1lkm、 14500歩
を2時間余 りかけての Walkingと コンパク トデジカメによる鳥や
虫の写真撮影が中心です。

91 17回生	10組 戎家	博幸
還暦超えから2年が過ぎましたが、おかげ様で現役で元気に暮 ら
しています。母校が懐か しく思える年齢になってきました。自球
を追っかけている夢 を時々見ます。

92 18回生	3組 原日		 明
遠方の為当日の出席は難 しい状況です。次回、日が折 り合いまし
たら是非参加いたした く思います。当方は九州の地で頑張ってお
ります。

93 21回生	8組 笠間	 士郎
21回生で集まる機会があればぜひ参加させていただきたいと思っ
ています。

94 22回生	5組 中泉		 宏
今年3月 勧奨退職しましたが、謂われて4月 以降も元の職場でバ
イトしてます。

95 23回生	5組 京子士
口

本年 2月 16日 妻は他界 しました。生前の温かい友1青 に感謝 して
お ります。 一 吉川光彦 ―

(ご冥福をお祈 り申し上げます。事務局,

96 25回生	1組 菊池真千子

ろっこう医療生協の訪問介護事業所の主任ヘルバーとして毎 日バ

タバタと働いています。神戸ワーカーズュニォンの執行委員で働
く人々の労働条件向上に取 り組んでいます。先日、東北の被災地
に訪問してきました。当日は先約があ り欠席させて頂 きます。お
世話様です。あ りがとうございます。

97 29回生	6組 中本	 幸子
歌中でお世話になった息子、娘 も充実 した大学生。バス停の歌中
だよりを読み、登下校の様子 を見なが ら「歌中生可愛いな～ 1」

とつ くづ く感 じています。

98 34回生	2組 西山	 亜紀
結婚 して下記にお ります。(旧姓 :近藤)

Unit	2	08	3	Satllaa	Villa	Condominium	Sttj.Tla	Rcsort	Seksyen
UZ	40150	Shah	Alam	Selangor,M7alaysia
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99 34回生	7組 二宮	 綾子
手紙が届いたときは、なつか しさを感 じました。先生方お元気で
すか ?私は4才 と0才の孫がいます。

100 44回生	11組 本オ寸真紀子
(現姓	難波)

察 回生はここ4～ 5年年末に忘年会を兼ねた同窓会を開催 してい

ます。地元の神戸にいない人も多いのですが、年に一度懐か しい

顔を見て昔話をすることで大変元気をもらっています。

101 54回生	1組 網谷	 沙樹 三宮のモロゾフグランの店長としてがんばっています。

102 63回生	2組 鈴木	勇人
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◆ 13回生 (と みの会)事業50周年記念同期会近況報告	(平成24年9月 25日現在)

1 恩:T 杉田		 哲

わが懐か しの歌敷山での出会い-10月 27日 は私の学んだ県立小野高校の
創立 110周 年事業 と重なり、歌敷山中学校の同窓会総会にはやむなく欠席。
13回生の記念同期会には、出席をめざします。私の20歳代のすべてが 'あ ヽ

うたしきやま'	での皆様 との出会いでした。

2 1組 赤田	 民生
連絡頂きありがとうございます。10月 27日 はMORESCOの創立記念日で
社内コンペです。残念ながら出席できません。皆様によろしくお伝え下さい。

3 1組 井 ヒ	 正人
いつもお世話かけます。申し訳ありませんが、仕事の都合で出席できません。
又の機会に出席 したいと思います。

4 1組 川崎	 浩次 体調が悪いので出席できません。

5 1組 河原	 知彦
返事が遅 くなって申し訳あ りません。お世話係 ご苦労様です。当日皆様 と
お会いできるのを楽 しみにしてお ります。

6 1組 谷小す	 清己

今夏は、	トマ トとキュウリがたくさん採れました。カボチャは「明日、収
穫 しよう」と思った矢先に、アライグマに盗 られて しまいました。御近所
の農家の芋畑がイノシシに荒らされて全減することもあ り、農家の方は戦々

恐々です。まあ、そんな風に、毎日を過ごしています。

7 1組 養畑		 章 お世話、ご苦労様です。

8 1組 池野	 和子
3月 に父の一周忌を終え、昨年は何かと忙 しかったのですが、今はやっと
変わ りなく過ごしているところです。

9 1組 松本	 末子 いつもお世話になっております。よろしくお願い致します。

10 1組 渡邊ひとみ お世話様になります。楽 しみにしてお ります。

11 1組 山本佳代子
出席で きませんが毎 日元気に過ごしています。週 3回 プールに行った り、
月 1回和歌山に行ったりして楽 しくしてお ります。

12 1組 山本	 フサ お手数ですが、下記住所に変更お願いします。

13 2組 奥谷	 正雄 旅行の為、欠席致 します。

14 2組 小日川憲次
自然観察 (野鳥、昆虫、野草)歩 きを楽 しんでいます。11月 は皆既 日食を
ポー トダグラスで観察の予定です。垂水の実家 もなくな り、神戸へ行 く機
会が少なくなりました。

15 2組 高和	 雅彦 当日は別の用事の為、欠席いたします。

16 2組 永冨	 重之
いつもお世話 して頂きましてあ りがとうございます。63才 に胃ガン、65才
(こ の 7月 )に 腸閉塞の手術をして、2回 も開腹 して、体力 も無 くなりました。
ゆっくり元気になろうと思っています。暗い話で済みません。皆様に宜 しく。

17 2組 熊ノ郷良子
お世話になります。50年 にもなります と、友人との話 も健康面のことが多
くなります。お互いの無事を語 り合いに参加させていただきます。

18 2組 原		 温子 年相応に元気にしています。西国 33所巡 り、やっと12寺になりました。

19 2組 田中美代子 都合により出席できません。皆様のご健康をお祈 りいたします。
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20 2組 田	 三千絵
皆様 と御会いする事を楽 しみに してお りますが、少々体調が悪 く、とても
残念です。

21 2組 森		 孝子
孫を預か り、週 2回程、児童館へ連れて行っています。若いお母さん達と
一緒にお話 しの輪の中に入れてもらい、楽 しんでいます。

22 2組 千葉	 良子 盛会でありますように |

23 3組 伊澤	 清志 50年T■
kつ んですね″卒業アルバムを見て、懐か しんでいます。

24 3組 坂口	 邦彦
同窓会幹事、役員の皆様、いつ も御苦労様です。私は昨年退職 し、現在は
好 きな趣味、ボランティア活動をやっています。皆様のご健康をお祈 り致
します。

25 3組 松尾	 福夫 今年から年全生活に入 り、家事手伝いをしています。

26 3組 吉田	 孝司
今年より横浜DeNAベ イスターズ編成部長で頑張っています。皆様によ
ろしくお伝え下さい 1

27 3組 竹内	 信子
残暑御見舞い申し上げます。何時もお世話有難うございます。早いですね。
もう50年。記念同期会の出席を楽 しみにしていたのですが、予定が重なり
残念です。同窓会、同期会が盛会になります様に。

28 Ｏ
υ 大塚	 照子 返事遅 くなりました。

29 4組 伊庭	 洋光 現在フルタイムの仕事をしています。悪いとこもなく元気で働いています。

30 4組 大原	 光夫
なと在不めたの中張出一回方一京

ｏ

東
す

ます。定年退職のない仕事についていま

31 4組 是川	 均之
喉頭癌の手術より5年半、未だに生 きてお り
むことな く暮 らしてお ります。喋れない分、
ます。

ます。趣味が多いので落ち込
音楽に、料理に没頭しており

32 4組 中野	 正好
メイクの仕事を続けています。元気にしています。皆様によろしく1当 日
は伊勢に旅行中で参加できません。

33 4組 堂本	1党子 お陰様で、元気にすごしています。皆様によろしく。

34 4組 辻		 喜美
お世話になる日も近いかな ?と 思 うデイサービスで今はまだお世話する信1

で忙 しくしています。

35 4組 谷口	 和美
少し体調を崩しておりますので、失礼させていただきます。いつも御世話
ありがとうございます。

36 4組 三輪富士子 お世話様です。雑用があ り、出席できません。よろしくお願いします。

37 4組 柳原	 文子 いつもお世話有 りがとうございます。残念ですが欠席させて頂きます。

38 4組 田中	 睦代
毎回お世話を有難うございます。当日は先約があり、欠席致します。元気
で過ごしています。

39 4組 明山		 泉
今 91オ になる母と同居 して 16年。 日々慌ただしく過ごしなが ら元気に暮
らしてお ります。歌中卒業 50年、時の流れを感 じつつ、同期会でお会い出
きる事を楽 しみにしてお ります。

40 5組 石田	 千晴
去年 3月 で仕事を辞め、年全生活を送っています。又、
たのですが、体調を崩して病院通いです。

働 こ うと思ってい

41 5組 衣笠		 寛
古 き良き時代を、良い部分を回顧 しています ?良い部分はあまりなかった
かな―。幹事さんご苦労様です。

42 5組 立花		 浩
卒業後、実に50年 も経過 しましたが、現在も銀行にお世話になっています。
同期会を楽 しみにしています。

43 5組 松山	 誠二 2人の息子 もようや く独立 し、カミさんとの生活です。のんび りの毎日です。

44 5組 若林		 正 仕事にて欠席させて頂 きます。よろしくお願い致 します。

45 5組 佐藤	 明美

同窓会の御連絡あ りが とうございました。今回は東京での行事 と重な り、
残念ですが欠席させていただきます。結婚後神戸を離れて約 40年余 り、そ
の間いろいろな土地で生活 し、10年前にやっと東京に落ち着きました。神
戸には年4-5回 帰っていますが、その変わ り様には驚かされます。歌中
も大 きく変わりましたね。御盛会 と皆様の御健康をお祈 りします。
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46 5組 緒方小夜子
遅くなって済みません。いつもお世話様です。次の機会には、是非出席し
たいと思います。

47 5組 官原	 幸子 お世話に成 ります。今回は欠席させていただきます。

48 5組 山本	 洋子 仕事のため出席できません。次回を楽 しみにしてお ります。

49 5組 窪田津多子
旅行と重なってしまいました。とても残念です。次回を楽しみにしており
ます。

50 5組 横江満里子

暑い中皆様御苦労様です。変わらず元気で、そ していつまでも同期会が開
かれる事 うれ しく思います。私はまだ現役で仕事をして居 ります。残念で
すが、出席できません。今は母 と大 と暮らしています。お疲れが出ない様、
これからも続いていく事を願います。あ りがとう。

51 6組 胡谷	 一彦
幹事の皆様、大変御苦労様でございます。私、未だ仕事をしており、当日
も勤務であり、申し訳ございません。

52 6組 宮里	 宣哲

ご案内誠に有難うございます。50周年記念の同期会で、さぞ盛上がること
と思いますが、当日先に予定が入っており、参加出来ず残念です。おかげ
様で、仕事にゴルフに相変わらずの毎日です。もう暫く北九州でllF張 ります。
参会の皆様によろしくお伝え下さい。

53 6組 津堅	 久子

この夏は酷暑と五輪の熱気に包まれました。母校を卒業して早や50年 とは
驚きです |た だ今、母が入院中で、親から受けた愛情の恩返しが少しでも
出来れば	 と思っているところです。すばらしい同窓会、同期会が行われ
ますようお折りいたします。返事が遅くなり申し訳ありません。

54 6組 吉本	 泰子 ると、救さヽね詢物りヽ残まヽす。郭一旬
と
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55 6組 芦野	 郁子
当日は予定があ り、残念ですが、欠席いたします。今のところ体調 もよく、
60才から始めたゴルフを楽 しんでいます。

56 6組 宮村小夜子
前略	 小夜子は昨年 9月 18日 に永眠致 しました。生前に賜 りましたご厚情
を感謝いたします と共にご報告致 します。夫 :宮村孝男

は 福をお折り申し上げます。事務局)

57 6組 丹谷万里子 何 とか元気に過ごしています。

58 7組 嶋津		 享
東京での生活が 40年近 くなります。舞子の家 も今年取 り壊 しました。現在
は無職。年金生活者です。ご盛会を祈 ります。

59 7組 茶屋		 一 お世話に成 ります。

60 7組 緒方ハナ子
海外旅行と重なったために今回は欠席させて頂きます。相変わらず人生を
エンジョイしています。

61 7組 衣笠まり子 今年百歳の母と毎 日ゆつくり過ごしています。

62 7組 岸田	 照子
幹事の皆様お世話さまです。返信が遅れて申し訳 ございません。 よろしく
お願い致 します。

63 7組 諸鹿登志子
御世話御苦労様です。先約がございますので勝手させて頂 きます。時間が
取れましたら国内外の旅行。その間に庭の手入れ等をしなが らのんび りと
毎 日生活をして居 ります。皆様方によろしく御伝え下 さいませ。

64 8組 橋本	 員吾
63才 でサラリーマ ン生活を終え、現在は誠に小 さな事業を細々とやってい

ます。宿題 も残業 も遅刻 もないおお らかな今の生活は、これまでの人生で
最高と思っています。

65 8組 長谷川俊夫
早いものですね。卒業 して半世紀。頭は真っ自になり、歯 もあまりよくあ
りません。 しか し、気持ちと身体は若い当時 と変わらないつ もりです。元
気で日々楽 しく過ごしてお ります。同窓会の盛会であることを祈念 します。

66 8組 松尾	 碩男
御無沙汰致しております。皆様お変わりありませんでしょうか?何 とか過
ごしています。

67 8組 森		 岳三 幹事ありが とうございます。仕事が立て込んでお りまして出席できません。
御盛会をお祈 りします。(未だ元気に現役で仕事をしてお ります。)
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68 8組 武田		 碧
お世話いただきましてありがとうございます。久し振りに皆様にお会いでき
るのを楽しみにしております。友人との会話も段々昔話が多くなりました。

69 8組 大路美沙子
お世話になります。仕事があるため時間が合いません。 もし三次会があれ
ばと思いながら一。

70 8組 北野	 順子

懐か しの母校、舞子の浜を眼下に毎 日が歌中気分です。先 日、断、捨、離
を実行中に、霞 ヶ丘小学校 1年生からの通知簿を発見 l懐か しい尼子先生
のコメン トを何度 も読み返 しなが ら、又大切にしまいました。現在、歌の
発表会に向けて練習中です。当日は歌の練習 日と重なっていますので、欠
席させていただきます。ご盛会をお祈 り致 します。

71 8組 藤沢	 哲子
お世話をして頂 きあ りが とうございます。当日は仕事 (理、美容業)で、
出席することが出来ません。次回出席できることを楽 しみにしてお ります。
毎日暑い日が続いていますが、体に気をつけてお過ごし下さい。

72 8組 前川	 加代
若い時からアレコレ多趣味で遊びましたが、現在は囲碁のみに絞 り、毎 日
碁会所通いです。遅いスター トですが、覚えるより忘れるのが早いですが、
とても面白いゲームです。

73 8組 冨本久美子
会のお世話ありがとうございます。暑さ寒さについていけなくなり始めま
した。50年前のエネルギーはどこへ….

74 8組 佐子	 道子
いつも幹事の方々には、お世話様でございます。都合により出席できなくて、
中し訳ございません。

75 9組 大川 不口I自 仕事の予定があり参加できませんが、皆様によろしくお伝え下さい。

76 9組 小島		 久 いつもお世話役あ りがとうございます。

77 9組 鈴木	 正人 幹事の皆様ご苦労様です。欠席ですが盛上がる様願ってお ります。

78 9組 森本	 博昭
本年 3月 に岐阜大学工学部を65オ停年退職 しま
として引きつづ き勤務 しています。気力体力 と
れなりに頑張っています。

したが、4月 から特任教授
もガタはきていますが、そ

79 9組 次田	 友子
2年前に定年を迎え身軽にな り、やっと同窓会に出席出来る様にな りまし
た。

80 9組 上運天君子
いつもお世話の方々ありがとうございます。毎日のんびり生活しています。
スポーツとか趣味などして楽しく生きています。よろしくお願いします。

81 10組 柏木	 純夫 永 らく連絡先不明となつていましたが、やっと葉書が着きました。

82 10組 神足	 達也
幹事様、お世話あ りが とうございます。 2年前にサラリーマンを卒業 しま
した。以後、第二の青春をスポーツ、旅行、読書で楽 しんでいます。でも、
体力、気力、知カカ`ついていかない時も |	・昭和は遠 くなりにけり・

83 10組 高野	 晋一
6月 末で退職 し年/■t生 活に突入 しました。退職 と同時に早期癌 (肺)が見
つか り、即手術。現在抗がん斉1治療中 (11月 迄)。 副作用 もな くいたつて
元気です。皆様に会えるのを楽 しみにしてお ります。

84 10組 西本	 高義 病気治療中の為。

85 10組 浜野	 吉市
幹事の皆様有難うございます。先約があり、残念ですが欠席させていただ
きます。コンピュータ等の勉強中です。ご盛会をお祈り申し上げます。

86 10組 月ヽ門	 和子 遅くなり申し訳ありません。楽しみにしております。

87 10組 藤田	 和代

ご案内あ りがとうございます。せっか くの記念同期会、残念ですが出席出
来ず申し訳あ りません。皆様に宜 しくお伝え下さいませ。老体にムチ打ち
なが ら元気に過ごしてお ります。

88 10組 中和田和美
幹事 さん、あ りが とうございます。両親 も亡 くなり、だんだんと神戸が遠
くなりました。まだ元気にコーラスの練習だけ続けています。
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七
九
一
―
八
四
〇
人

財
務
委
員
会
委
員

（理
事
）

辰
己
　
順
子

（
１５
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
〇
八
―
七
〇
八
二

財
務
委
員
会
委
員

徳
永
ソ
ノ
子

（
１５
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
五
三
―
二
五
九
二

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
長

（理
事
）

伊
藤
　
　
宏

（
６
回
生
）

８

（〇
七
八
）
七
〇
七
―
八
五
六
〇

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
委
員

佐
伯
　
省

一

（
２６
回
生
）

８
　
（〇
七
人
）
七
〇
六
―
五
六
五
九

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
委
員
会
委
員

酒
井
　
丈
子

（２６
回
生
）

雪

（〇
七
八
十
七
人
一―
二
人
九
九

広
報
委
員
会
委
員
長

（理
事
）

藤
本
　
純
子

（
１７
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
〇
七
―
三
大
〇
一

前
会
長

竹
中
　
義
明

（１
回
生
）

前
財
務
委
員
長

岡
本
　
正
幸

（２
回
生
）

前
名
簿
委
員
長

吉
岡
昭

一
郎

（３
回
生
）

評
議
員１

回
生
　
竹
中
　
義
明
　
　
木
下
　
ト
ミ

２
回
生
　
岡
本
　
正
幸

３
回
生
　
原
田
　
　
盈
　
　

水ヽ
井
　
昭
夫

吉
岡
昭

一
郎
　
　
中
村
　
正
義

４
回
生
　
塩
崎
　
　
武
　
　
長
野
　
　
斉

５
回
生
　
神
部
　
一冗
成
　
　
日
置
　
直
美

原
田
　
良
彦

６
回
生
　
伊
藤
　
　
宏
　
　
角
南
冨
美
子

春
田
多
美
子

７
回
生
　
林
　
佐
名
哉
　
　
黒
島
　
陸
枝

８
回
生
　
梅
田
　
昭
男
　
　
曽
谷
　
全
博

森
　
　
吉
正
　
　
田
中
　
義
和

藪
　
　
忠
司
　
　
小
寺
　
　
健

９
回
生
　
大
谷
　
靖
彦
　
　
上
回
田
　
　
基

津
田
美
智
子
　
　
中
島
　
正
人

１０
回
生
　
泉
　
　
一
誠
　
　
工立
花
　
宏
昭

戎
谷
　
一
機
　
　
吉
川
　
　
彰

Ｈ
回
生
　
西
谷
　
智
美
　
　
一化
田
　
春
洋

山
下
　
和
代
　
　
谷
口
　
忠
三

浜
田
　
豊
機
　
　
中
村
　
和
弘

藤
井
　
英
明
　
　
平
田
　
孝
子

酒
井
　
康
夫
　
　
磯
野
　
久
代

松
下
　
孝
輔
　
　
士
口
田
日
出
子

」
工　
事

原
田

酒
井

盈

（３
回
生
）

ａ

⌒〇
七
八
）
七
〇
六
―
〇
七
三
二

康
夫

（
Ｈ
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
〇
九
―
三
七
七
〇

・
同
窓
会
担
当
母
校
教
頭

（事
務
局
副
委
員
長
）

齋
藤
　
公
替

８

（〇
七
八
）
七
〇
七
―
八
八
六
四
　
（丹
牲
検
）

・
相
談
役

母
校
校
長阪

田
　
俊
晃
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３０
回
生

３‐
回
生

３２
回
生

３３
回
生

３４
回
生

３５
回
生

３６
回
生

３７
回
生

３８
回
生

３９
回
生

４０
回
生

４‐
回
生

４２
回
生

４３
回
生

“
回
生

４５
回
生

４６
回
生

４７
回
生

４８
回
生

４９
回
生

５０
回
生

５‐
回
生

５２
回
生

５３
回
生

北
川
　
　
守

‐２
回
生
　
一昌
士
　
繁

一

毛
利
　
　
倫

‐３
回
生
　
西
崎
　
　
毅

遠
一謄
　
牧
子

‐４
回
生
　
隅
田
　
雅
裕

三
上
　
良
子

東

　

重
夫

‐５
回
生
　
堀
江
　
正
明

高
谷
　
道
徳

徳
永
ソ
ノ
子

‐６
回
生
　
井
上
　
文
子

‐７
回
生
　
東
石
　
満
夫

藤
本
　
純
子

‐８
回
生
　
田
中
真
理
子

‐９
回
生
　
浜
田
　
　
論

藤
井
三
恵
子

２０
回
生
　
一暑
多
　
昭
二

２‐
回
生
　
改
発
　
秀
彦

２２
回
生
　
中
泉
　
　
宏

中
川
　
敏
代

２３
回
生
　
一謄
谷
　
　
積

２４
回
生
　
安
国
　
尚
志

２５
回
生
　
滝
井
美
代
治

小
川
ふ
さ
栄

中
瀬
　
俊
明

２６
回
生
　
佐
伯
　
省

一

２７
回
生
　
長
谷
川
真
理

２８
回
生
　
牧
原
　
血
（子

２９
回
生
　
榎
　
　
克
佳

大
野
由
華
利

細
川
　
光
孝

山
本
　
義
宏

谷
口
　
健
夫

富
永
真
由
美

樋
日
　
英
二

中
村
　
光
政

加
藤
美
恵
子

辰
己
　
順
子

安
藤
隆
太
郎

高
杉
　
優
子

阿
部
　
洋
子

黒
田
　
修

一

稲
葉
　
正
昭

宮
崎
　
郁
子

青
木
　
宏
真

国
方
美
知
子

赤
尾
　
安
彦

野
下
　
明
美

酒
井
　
丈
子

作
　
　
和
憲

金
月
　
智
博

井
本
美
千
代

木
之
下
　
悟

浜
口
ま
ゆ
み

古
賀
　
広
志

上
田
　
貴
久

芝
　
　
聖
代

日
根
野
谷
幸
子

園
田
　
陽
子

嘉
地
　
陽
子

横
山
　
英
男

神
尾
　
雅
之

山
岡
　
純
子

内
田
　
雅
之

辻
　
　
琴
代

素
野
ゆ
う
子

百
瀬
　
道
春

有
馬
　
聖
子

田
村
　
公
伯

大
倉
　
尚
志

田
中
　
一九
樹

正
井
　
迅

一

西
村
　
　
晃

桂
　
　
翔
生

今
泉
ひ
ろ
み

土
江
　
美
穂

野
津
　
那
月

中
川
　
知
春

小
渡
　
良
宣

南
原
　
健
司

村
田
　
康
樹

鎌
田
　
耕
吉

山
本
　
明
弘

藤
岡
　
和
美

加
好
　
志
子

恩
田
　
香
代

田
尻
　
浩
三

宮
本
　
明
子

山
本
　
浩
司

柴
田
　
　
大

都
賀
　
　
明

錦
戸
絵
里
子

素
野
貴
巳
子

有
馬
　
龍
平

澤
田
　
典
子

大
坪
　
茂
樹

宮
崎
　
秀

一

近
藤
　
尚
子

西
野
　
洋

一

伊
藤
絵
里
香

人
田
原
納
苗

５４
回
生
　
外
浦
　
瑞
穂

高
濱
　
将
希

５５
回
生
　
長
田
　
有
生

北
野
　
貴
寛

５６
回
生
　
一昌
嶋
　
仁
人

米
井
　
美
佳

青
木
　
俊
典

５７
回
生
　
原
　
　
　
裕

都
　
　
昌
平

５８
回
生
　
上
山
　
孟
己

杉
原
　
彬
元

５９
回
生
　
渡
辺
　
彩
乃

都
　
亜
由
美

６０
回
生
　
猪
塚
　
　
萌

秋
間
　
　
梓

６‐
回
生
　
皆
木
雄
太
郎

中
川
紗
也
香

６２
回
生
　
上
田
　
仁
史

首
藤
　
美
紀

６３
回
生
　
渡
辺
沙
也
子

久
保
滉

一
郎

十
倉
　
容
子

林
　
　
和
美

木
村
　
咲
貴

平
本
英
理
子

加
藤
　
奈
帆

佐
々
木

彩

平
岡
　
麻
理

丸
山
　
有
希

久
保
　
洵
菜

原
田
　
夏
実

中
本
　
博
子

大
倉
　
雅
夢

関
口
　
大
樹

中
尾
　
一元
太

入
江
　
健
志

森
　
　
美
海

上
田
　
優
馬

菅

　

良
平

渡
辺
　
」凛
乃

水
谷
　
　
薫

岡
山
　
知
輝
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各
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
　
賛
助
金
、
支
援
金
こ
協
力
の
御
礼

（事
務
局
、
財
務
委
員
会
）

本
年
度
も
総
会
開
催
に
当
た
り
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
会
員
の
皆
様

の
賛
同
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
な

が
ら
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会

へ
の
皆
様
の
厚

い
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
　
来
年
度
総
会
予
定
に
つ
い
て

（事
務
局
）

来
年
度

（平
成
二
十
五
年
度
）
総
会
は
、
舞

子
ビ
ラ
に
て
平
成
二
十
五
年
十
月
六
日

（
日
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
年
記
念
総
会
と
併
せ

て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔記
念
同
期
会
〕

十
四
回
生

（五
十
周
年
）

二
十
四
回
生

（四
十
周
年
）

三
十
四
回
生

（三
十
周
年
）

３
　
同
期
会
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
各
学
年
主
催
の

「
同
期
会
」
を
開
催
す

る
時
に
は
、　
二
疋
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条

件
に
、
同
窓
会
本
部
よ
り

一
万
円
〜
三
万
円
の

助
成
金
が
出
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

ご
承
知
の
通
り
母
校
で
も
毎
年

「
ト
ラ
イ
や

る
　
ウ
ィ
ー
ク
」
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
に
実
社
会

へ
の
体
験
の
場
を

通
じ
、
健
全
な
成
長
と
働
く
こ
と
の
意
義
を
醸

成
す
る
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
四

年
度
は
十

一
月
五
日
〜
九
日
に
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
う
し
た

「体
験
の
場
」
を
同
窓
会
と

し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
く
、
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
方
、
可
能
性
の
あ
る
方
は
気
軽
に
後
記

の
方
へ
ご
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
今
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
体
験
の
場

（幼
稚
園
　
保
育
園
　
小
学
校
　
商
店
　
病
院

動
物
病
院
　
旅
行
社
　
他
）

■
連
絡
先

歌
敷
山
中
学
校

「
ト
ラ
イ
や
る
　
ウ
ィ
ー
ク
」

推
進
委
員
会

担
当
‥
田
中
先
生
　
久
間
先
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
人
―
七
〇
七
―
八
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
人
―
七
〇
七
―
人
人
六
五

ト
ラ
イ
や
る

。
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

（御
協
力
お
願
い
）

0賛助金・支援金のお願い0
振込先	 郵便振替	1口 2,000円 以上

回座記号	番号	00970-6-187019
加入者名	 歌敷山中学校同窓会

お振込いただいた方には会報をお届けします。

⑬お	 願	い●
同窓生の皆さん:いつもご協力ありがとうございます。

より多くの参加型の会報をと願っております。情報を、
お待ちしております。

T655-0037
垂水区歌敷山3-1-10
TEL	707-3601
17回生	 藤本	 純子
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Ｅ
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リ
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